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午前10時00分開議 

○議長（小川 廣康君）  おはようございます。 

 ただいまから議事日程第３号により、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．市政一般質問 

○議長（小川 廣康君）  日程第１、市政一般質問を行います。 

 本日の登壇者は４人を予定しております。それでは、届出順に発言を許します。４番、春田新

一君。 
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○議員（４番 春田 新一君）  皆さん、おはようございます。新政会所属の春田新一でございま

す。 

 まず、質問に入る前に、５月１日に副市長に就任をされました俵副市長、おめでとうございま

す。本市の課題解決のため、市長と歩調を合わせられ、市政運営に邁進されることを期待いたし

ます。よろしくお願いします。 

 それでは、比田勝市政の２期目が始動してから３か月になろうとしております。 

 １期目の半ばでは、順風満帆の市政運営を進められていましたが、任期後半から韓国人観光客

が日韓国家間の関係悪化により激減、その対応策を進めているさなかに、追い打ちをかけるよう

に発生した新型コロナウイルスの感染拡大により、一部の経済活動を自粛しなければならないと

いう状況となり、危機管理のトップとして、この島で感染者を出さないという強い気持ちのもと、

今日まで危機管理に努められているというふうに思います。 

 今、冷え切った島の経済に活力を取り戻すためには、何か特効薬はないかと毎日毎日お考えで

はないでしょうか。自主財源の少ない本市においては、市民の皆さんの暮らしは決して楽とは言

えません。また、これからは社会全体が生活様式も変わってくるというふうに思います。今こそ

市民、行政、議会がスクラムを組み、頑張っていかなければならないというふうに思います。 

 それでは、通告をしていました市政一般について質問をいたします。 

 まず、１項目め、市営住宅改善と子育て応援策についてということで質問をいたします。 

 本市の市営住宅棟数と戸数を町単位で見てみますと、厳原町が２９棟の２７０戸、美津島町で

２５棟の１３７戸、豊玉町では１０棟の６５戸、峰町では２０棟の７８戸、上県町では２０棟の

１０８戸、上対馬町では１８棟の８８戸、市全体の住宅の合計は１２２棟の７４６戸となってお

ります。 

 建設年度で見てみますと、昭和３０年度代から、現在平成１８年度までが建設となっておりま

す。住宅の多くは、昭和５０年から昭和６０年代が建設のピークだったというふうに考えられま

す。 

 次に、最低家賃と最高家賃の設定を町単位で見てみますと、厳原町は昭和３０年代に建設され

た木造住宅で、最低家賃は１,４００円、最高家賃、マックスが８万２,４００円、美津島町では、

最低家賃が９,５００円、最高家賃、マックスは６万４,９００円、豊玉町では、最低家賃が１万

４,１００円、最高家賃、マックスは８万７,３００円、峰町では、最低家賃が１万１,６００円、

最高家賃、マックスは９万１００円、上県町では、最低家賃１万２,８００円、最高家賃、マッ

クスは９万５,３００円、上対馬町では、最低家賃が１,１００円から、最高家賃、マックスは

１０万４,５００円というふうに現在設定をされているというふうに思います。 

 特に今回質問に取り上げたいのが、上県町の日吉団地Ａ棟、Ｂ棟、上対馬町の新古里団地につ
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いて最高家賃の見直しはできないか。両棟ともコンクリート四階建てでエレベーターも完備され

ています。間取りは２ＬＤＫと３ＬＤＫとなっております。 

 建設年度で見てみますと、日吉団地Ａ棟が平成１６年度、Ｂ棟が平成１７年度、新古里団地が

平成１５年度となっております。広くて生活環境もよく、子育てにも適した住宅だというふうに

思います。しかし、所得が増えれば、最高家賃、マックスは日吉団地で９万５,３００円、新古

里団地で１０万４,５００円ともなり、都市部の家賃と同様になるのではないかというふうに考

えられます。そこで最高家賃の見直しはできないか、今回お伺いをいたします。 

 次に、２点目、移住・定住促進と持続可能な地域づくりについてということで質問をいたしま

す。 

 このことにつきましては、昨日の伊原議員の人口減少対策の中で出ましたので、答弁は割愛さ

れても結構でございます。 

 移住・定住交流促進については、本市の現状は、少子高齢化は極度に進行し、若者の島外流出

による働き手不足が深刻化しております。ＵＩターンの促進と若者の定着を図り、若者の流出の

抑制と担い手を確保することが本市では求められるというふうに思います。 

 また、本市では人口減少対策として、平成２９年度から、しまぐらし応援室が設置され、移

住・定住を促進するための補助制度が設けられ、その取組の効果は実績につながっているという

ふうに思います。特に今後においては、島独自の文化や自然、生業、風習、地産地消など、島の

魅力を発信し、女性や若者を中心とした地域の人材となる移住者を増加させることが大事だとい

うふうに思います。 

 平成３０年度のＵＩターンの実績の内訳では、居住地別で見てみますと、厳原が４７名、美津

島町３６名、豊玉町１０名、峰町１名、上県町９名、上対馬町１２名で、産業別で見てみますと、

農業１名、林業１名、水産業が９名、建設業が２名、商工業が１３名、その他８９名で、移住者

合計は、３０年度は１１５名となっております。 

 また、移住から定住まで手厚い支援で、住んでよかったと思える地域づくりに、さらなる行政

の手腕が試されると考えます。今後、どのような支援で拡大を図っていかれるのか、お伺いをい

たします。 

 次に、３点目です。このことにつきましても、昨日の坂本議員のほうの質問と同じになるとこ

ろがあろうかと思いますので、答弁は割愛されても結構です。 

 地方港湾比田勝港の整備促進について。 

 上対馬町比田勝港は、対馬北部の玄関口であり漁業基地でもあります。港内には、西泊、古里、

比田勝、網代の４地区の漁業集落があり、一本釣り漁、巻き網漁、延縄漁、定置網漁、その他の

漁業を営んでおられます。漁船は、０.５トンから１９トンで１０５隻以内で、中でも５トンク
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ラスの小型船が、主に周年操業を行っているという状況であります。 

 また、ちょうど今頃、６月から９月頃には、島内外から多くのイカ釣り漁船１９トンクラスが

入港し、にぎわいを見せているところであります。多いときには、６０隻から７０隻の外来船が、

漁協前の荷揚げ場用岸壁で陸揚げをし、大型保冷車で各方面に出荷されている状況でございます。 

 本港は干満の差があり、特に干潮時の陸揚げ作業は多くの人手と労力を要し、非効率的な作業

が行われています。背後の荷揚げ場の幅も狭く転落の危険性があり、漁業者の負担軽減と安全な

就漁環境を保つためにも浮き桟橋の設置が有効なことから、浮き桟橋の設置ができないか、お伺

いします。 

 また、市内１１漁協管内において、荷揚げ場岸壁に応じた浮き桟橋、あるいは簡易浮体式等が、

市管理箇所数２４か所、県管理箇所数２３か所、合計４７か所設置をされ、整備はまあまあ進ん

でいるというふうに考えます。しかしながら、比田勝港の上対馬町漁協本所においては、いまだ

に設置がされていないのが現状であります。対馬振興局には要望済みと聞き及んでおります。市

長の見解と今後の方向性をお伺いいたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  おはようございます。春田議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、市営住宅の家賃の設定はどのような基準で定めているのか。また、最高家賃を見直す

考えはないのかという御質問でございますが、公営住宅家賃の算定方法は、公営住宅法第１６条

第１項に基づき、入居者の収入状況や住宅の立地条件、規模、建設時からの経過年数等に応じ、

算定しているところでございます。 

 また、家賃の最高額の見直しができないかとのことでございますが、公営住宅法で規定されて

いるため、市独自での見直しはできないことになっております。 

 最高家賃となりますと、先ほどの春田議員からの報告にもございましたように、入居者は、収

入超過者もしくは高額所得者となり、明渡し努力義務が課せられます。市といたしましては、市

営住宅への入居を希望していながら空きがないため、入居ができず、やむを得ず民間の高家賃で

の生活を余儀なくされておられる低所得者の方に、一人でも多く入居できる機会を与えるため、

収入超過者または高額所得者へは、住宅の明渡し努力を喚起しているところでございます。 

 次に、２点目の移住・定住促進対策についてでございますが、平成２９年６月に、しまぐらし

応援室を設け、移住相談窓口の一元化や移住ポータルサイトの開設、お試し住宅や定住支援住宅

の整備、移住・定住支援補助金の創設など、積極的に移住支援施策に取り組んできたところであ

ります。 

 移住者の状況は、平成２９年が５６人、平成３０年が１１５人、令和元年度は１３４人と年々
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増加している状況であり、人口減少対策として、さらなる取組が必要であると考えております。

移住・定住促進対策の中でも、生活の根幹となる住居対策が非常に重要であると考えており、定

住支援住宅の整備や空き家バンクの登録拡充などに取り組んでいるところであります。 

 定住支援住宅は、現在市内８世帯分を確保しておりますが、移住初期期間の対応として原則

２年間の貸与期間としており、その後の住居確保など地域によっては確保しづらい等の問題もあ

るようであります。その対策としては、空き家バンク登録制度の充実、活用に向けて取り組んで

いく必要があり、令和元年度から市民向けのチラシ配布などの取組、令和元年度は、新たに

１６件の登録、９件の成約の実績となっております。徐々にではありますが登録件数も伸びてき

ております。 

 しかしながら、さらなる空き家バンク制度の充実を図っていくには、地域に入り、空き家物件

の掘り起こしと活用に向けた投げかけを市民に行っていく必要があると考えており、その対応と

いたしまして、今年度新たに地域コミュニティ支援を目的として、島おこし協働隊３名を雇用し、

その業務に空き家バンクの掘り起こし業務も従事させることとしております。 

 今後は、地域に入りながら、空き家バンクの掘り起こし、登録物件の拡充に取り組んでまいり、

定住支援住宅利用から空き家バンク制度利用への切替えがスムーズに対応できるような仕組みづ

くりを行いながら、移住者目線に立って住居対策に取り組んでまいります。 

 その他の移住促進対策としては、雇用の場の確保も重要であり、市内事業所と連携、情報を共

有しながら、移住者等に対する雇用情報の提供に向けて取り組んでまいります。また、コロナの

影響により各企業においてリモートワークなどが取り組まれ、今後制度化されていく企業も出て

くるのではないかと考えており、そういった方々を移住対象者として捉えながら、リモートワー

クに特化した支援策の検討、インターネット環境の整備に取り組んでまいります。 

 最後に、今後は、都市部からの移住者が増えていくのではないかとの情報も流れており、移住

者等のニーズを的確に把握しながら、移住・定住促進対策に向けて幅広い取組を実行してまいり

ます。 

 次に、３点目でありますが、比田勝港の整備促進についてでございます。 

 比田勝港は、上対馬北部地域の漁業、物流の拠点港として重要な役割を担っており、現在、国

際旅客航路に関連した施設整備や古里地区物揚げ場の新設を進めているところでございます。詳

細については、昨日、坂本議員のほうにも報告いたしましたので割愛をさせていただきます。 

 また、近年、水産業においては、漁場環境の変化に伴う水揚げの減少、漁価の低迷等のほか、

担い手不足や高齢化が進行し、漁村の活力低下が懸念されているため、水産業の改革に向けた就

労環境の改善や施設機能の増進に取り組み、漁村の活力を高めていくことが求められているとこ

ろであります。 
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 議員御指摘のとおり、比田勝港は、地元漁船はもとより多くの外来漁船が入港し、水産物を陸

揚げしておりますが、港内には漁獲物、陸揚げ用の浮き桟橋が整備されていないため、干潮時の

陸揚げ作業に多大な労力と時間を要している現状でございます。このような非効率な陸揚げ作業

を解消し、比田勝港を利用される漁業者の作業の効率化と安全性の向上、また高齢化する漁業者

の負担軽減を図るため、昨年１０月に市と上対馬町漁協の連名で県へ浮き桟橋の設置を要望した

ところでございます。 

 県では、こうした状況を踏まえ、浮き桟橋の設置を検討していただいているところであります

が、今後は、水産物の陸揚げや荷さばき、出荷などの流通体制の効率化によるコスト縮減や、衛

生管理体制の高度化による付加価値向上などの機能集約を図ることが求められており、現在、上

対馬町漁協管内の港湾及び漁港を含めた陸揚げ、荷さばき機能の集約化計画の作成を漁協にお願

いしているところでございます。 

 その方向性が決まり次第、新規事業化に向けた手続を行っていくことを県より伺っているとこ

ろでございます。今後も県と連携し、比田勝港の整備促進に取り組んでまいりますので、御理解

お願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  それでは、答弁が終わりましたので、順を追って整理をしていき

たいと思います。 

 まず１点目、先ほど、市長のほうから答弁がございました。公営住宅法でどうしてもその家賃

の設定は定められておるということが、今の答弁でした。ほかの他町にとっては、私もよく分か

りませんが、上県町と上対馬町の日吉団地と新江尻団地、非常に、先ほども申しましたように広

くて、子育ても５人家族はゆっくり生活ができるようなつくりでございます。 

 今、市長のほうからありました住宅に困っている方を入れるようにということで、所得が増え

れば、随時、どこにか移動しなければいけないという状況の中であります。また後ほど質問はい

たしますが、移住・定住のほうでも、今は非常に対馬市では取組を強化して実績が上がっており

ます。そういうことから考えれば、その住宅に子供を大学まで育て上げるというようなところま

で住んでいただいて、それから後に余裕が出て移り住むというような考え方を市のほうでは持っ

ていないのか。そういうことを一緒にこう含めていけば、まだまだ対馬市も人口は減少を食い止

めて、増えるんじゃないかなというふうに思うわけであります。 

 そういうようなことも、市長、考えていかなければ、公営ではやっぱり国・県補助金が入って

建ててある住宅だろうというふうに思います。それで公営法で今の家賃を設定しているというこ

とでございます。それはよく分かります。しかし、私が質問をしたのは市営住宅でございますか
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ら、新古里団地は、新古里団地公営住宅というふうになっております。ほかのところは、公営と

かは入っていないようなところだというふうに思います。そこら辺が私はちょっと違うのかなと

いうふうに考えて質問を取り上げているんですが、そこはそことして、今のその住宅法で設定は

私たちには難しいということが結論で、答弁であろうというふうに思います。 

 そこを何とか、この東京の都市部と同じ１０万も家賃がなるということは、私は少しこの離島

で生活をする中で非常に厳しいんじゃないかなというふうに思っているわけであります。これは

私は行政の仕事だろうというふうに思います。そこら辺も今後検討をしながら、何とか住宅に困

った人、また子供を育てる人のためになる施策を打ち出していってもらいたい。そこをよろしく

お願いをしておきます。 

 住宅に困った人を優先的に入れるというのも行政の仕事だろうというふうに思います。聞いて

みますと、いろいろ話が飛び混じるわけですが、やはり抽せんですから、子供が２人おって子育

て真っ最中のときに、この住宅に住みたいということで申込み、しかし、そこには何名の方も応

募をされておって、どうしてもくじ引でいきますので、なかなか当たらない、思うようにならな

いというのが今の状況であります。 

 住宅に困ったという人が、一人で、例えば一人の人が３ＬＤＫに入って生活をします。非常に、

私も見に行きましたけど、３部屋あるわけですから、それに台所キッチンがついているわけです

から、まあ１部屋でいいのに、なぜ３部屋も４部屋もあって掃除もしきらん、どうしようかとい

うような考えを持ってある方もいらっしゃるんじゃないかなというふうに思うんですよね。そこ

ら辺も少し精査をされながら方法を取っていくというふうなところも、私は今後視野に入れてい

かなければいけないのじゃないかなというふうに思いますが、市長、そこはどうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まず１点目の市営住宅と公営住宅ということでございましたけれども、

私も、以前の関係は、旧町時代、どのようなことでされてあるのか、私のところでまだ分かりま

せんけれども、恐らくこれまでに建てられた住宅については、もう全て公営住宅ですから補助金

が全て入っているものというふうに思います。 

 こういった公営住宅につきましては、今現在、所得において６段階に分けられております。収

入の分位によりまして、１段階から４段階までが一般の一般階層としての入居基準ということで、

１５万８,０００円以下になっております。 

 それから、裁量階層ということで２段階ございますが、ここが２１万４,０００円以下という

ようなことで公営住宅法の中で定められているということで、議員のおっしゃることは私もよく

理解はできますけれども、度々会計検査等も入ってまいります。そういったときに引っかかって

どうするのかというようなこともございますので、市といたしましては、できる限りこの本当に
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住宅に困られた方たちに利用をしていただくよう、また空き家バンク等を今後掘り起こしながら、

できる限りそういったところを紹介していきたいという考えであります。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  分かりましたが、非常に今の市長の答弁でよく分かりましたし、

私も少しこの質問に入る前に話はしておりましたので、大体そういうような話になるんじゃない

かなというふうに思っておりますが、やはりこの移住・定住をつなげていくためには、住宅が必

要であります。 

 その中で、私が調べた範囲では、政策空家というのが各町に点在をしてきております。増えて

いるような状況のところもありますので、そこら辺が、その政策空家癩癩形が古くなったり住み

にくい住宅ということになって政策空家ということで、今、次に何かしますよということで空け

てあるというふうには思いますが、担当部長でもいいですので、そこのところをちょっと説明を

お願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  政策空家のほうについては、担当の部長のほうから答えていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  建設部長、伊賀敏治君。 

○建設部長（伊賀 敏治君）  お答えいたします。 

 政策空家というのは、議員おっしゃるように、各町、何戸かずつ点在しております。これは、

老朽化が著しくて住むことがかなり厳しいような状況。改修をするにも、かなりお金がかかると

いうような住宅については解体していこうというふうな考えでございます。 

 入居者がおるうちは、今住んでおられるうちは解体も、出て行ってくださいと言うこともでき

ませんので、皆さんが出て行かれた後に解体というふうな形で、政策空家という形で残しており

ます。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  よく分かりました。そういうことで住宅に困った人が多いという

ことであれば、まだまだ住宅も必要ではないかなというふうに思いますが、この住宅、今先ほど

市長も答弁されましたが、住宅でも、環境とか、場所とか、そういうところは不便なところには

あまり申込みがない、空き家になっているというふうな状況で今あろうというふうに思います。

そこら辺も今後建設をされるなら、やはりその住宅に困った人の足になるためには、どこにどう

いうふうにつくったらいいのかということも精査しながら、きちんとしたものを組み立てていた

だきたいなというふうに思います。 
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 やはり病院、買物、学校、そういうところに近いところ、近場、それとまたこの治安のいいと

ころを皆さんは選んでお住まいをされるわけですから、私が先ほど言いましたその広いので一人

で困るよというようなところもありますが、やはりそうなれば、例えば古里の新古里団地につき

ましては、四階建てでエレベーターも完備されてすばらしい住宅でございます。日当たりもよく

て、それで周りにも教員住宅もございますし、その中の地域の形成がきれいにできているところ

であります。 

 しかしながら、今の困った人を入れるんだ、収入が上がれば、所得が上がれば、どうしても出

ていかなければいけないという状況に追い込まれるわけですが、そうすると、これは失礼な話で

すが、高齢者の方が入れば、その住宅自体も管理もできない、掃除もできない、そういう状況に

なっていろいろな方面で不利な場面が出てくると思うんですよね。そこを何とか変えてもらえな

いかということですから、そこら辺も頭に置かれてしてもらえないと、これは私、個人を差別す

るような話を今しましたけど、そうじゃなくて、やはり適したようなところに入ってもらって、

適した人の子供を育てる。このことにやっぱり適してもらわんと、増えませんよ、人口は。減少

あるのみですよ、もう。本当そこら辺をもう少し、副市長も新しい副市長が誕生されましたので、

歩調を合わせてじっくり精査していただきたいというふうに思います。 

 それでは、１項目めは、これで終わりまして、２項目めに入ります。 

 先ほど、私も褒めましたが、やはりこの移住・定住を、しまぐらし応援室ができてから少しは

増えてきたのかなというふうに思いますし、また、そこの担当部の皆さんの御努力だろうという

ふうに思います。夜も昼もなく頑張っておられる姿もよく見受けます。そのようにして対馬のた

めに一生懸命汗を流している姿が本当に敬意を表するところでございます。 

 さらに、ＩＵターン、あるいは移住・定住を増やすためには、やはり島の魅力が一番だという

ふうに思いますので、そこら辺も今後取り組んでいかなければいけないのかなというふうにも思

います。 

 それと、一番大事なことは、基幹産業である農業、それから漁業、こういうところに少し入っ

ていただくＩターン者、Ｕターン者を増やしていけば、おのずと人口は減少に歯止めがかかるん

じゃないかなというふうに私は思うわけであります。 

 今、対馬では、この韓国人観光客が激減する前は、非常に観光シーズンであり、また観光事業

者が多く増えました。非常にいいことでもあります。しかしながら、その足元をきちんと整備を

しながら足元を見て、農業・水産業を一生懸命やっていくことに徹しないと、私はやっぱりだめ

だろうというふうに思います。 

 この島も農業・水産業が枯れれば軽くなって浮いてしまいますよ。そこら辺をじっくりこの移

住・定住でも促進するためには、きちんとしたものをつくってやっていかなければいけない。そ
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の他８９名ということですから、その他ですから、どこにどういうふうにおられるのか、どこで

どういうふうに働いておられるのかというのも私には分かりませんが、そこら辺もやはりきちん

とした就職先を求めて移住をしてくるんだというようなところまで把握をしていただいて、手厚

い支援をして、対馬市に来てよかったと思える移住・定住促進にもう少し力を入れていただきた

いというふうに思いますが、市長、どうでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  議員おっしゃられることを、このことについてもよく私のほうも理解し

ております。 

 そこで、今この移住のほうも年を重ねるたびに伸びてきているところであります。そういう中

で、私も、せっかく対馬においでになったこの方たちが、いや、ここに来てもちょっとあまり面

白くない、楽しくないと思われたくないというようなことで、やはり対馬に来てよかった、住ん

でよかったと思われるような施策を、今後組み立ててまいりたいという思いを持っておりますの

で、今後またいろいろな面で研究もさせてほしいというふうに思っておりますし、この対馬に移

住されてきた方々が、今後はこのリモートワークやら、そういった新しい面で、さらに増えてく

ることも予測をされるところであります。こういうことで、今後いろいろなことに対しても研究

を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  本市では、人口減少に少しずつではありますが、歯止めがかかっ

ております。非常にいいことだというふうに思っております。 

 平成２８年度までは約４００人程度が転出をしていたが、近年は行政の対応により、平成

３０年度では約１８５人、半減をしたということで、本当にそのような実績も上がってきている

わけですから、これはどのようにして、今先ほど市長が言われましたように対馬の魅力を満足さ

せるようにできるか。これが行政の手腕にかかっているというふうに思いますし、また我々も一

緒になって力を合わせてやっていかなければいけないというふうに思っております。よろしくお

願いをしておきます。 

 それでは、３項目めの地方港湾比田勝港の整備促進についてということで、先ほど答弁もござ

いました。非常に比田勝港は遅れているわけでございますが、いろいろな事情、諸事情があった

んじゃないかなというふうにも思っております。本所だけじゃなくて支所がありまして、支所は

完備をされておりますので、本所がどうしても遅れたのかなというふうにも思っております。 

 そこら辺を強く要望されて、一日も早い設置ができるように努力をしていただきたいなという

ふうに思いますが、県の方針では、令和６年度が事業の計画だというような話を私はちょっと少
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し聞いておりますが、先ほども市長が述べられました。昨日、坂本議員の質問にもありましたよ

うに、古里の外来船、あるいは荷揚げ場の整備ということで多額の予算がかかるわけですが、そ

こら辺を整備しながら見ていきながら、この浮き桟橋の設置をしていくんだという県の方針だろ

うというふうに思います。しかし、そこはそこで一生懸命努力をしていただいて、令和６年を令

和５年度に完成をするような話ができればいいなというふうにも思っております。 

 それと、今、国・県のほうでは、国土強靭化で計画が各市町村から策定をされて、事業に取り

かかる方向ではあろうというふうに思います。それの中で、比田勝港の中も非常に岸壁が老朽化

している、耐震化岸壁の整備をしなければいけないというふうな県の話でございます。そういう

ような事業に取り組んでいかなければいけないというような話でございます。 

 しかしながら、やはりその港湾ですから、そういうようなところも事業には取り組まなければ

いけないのかなというふうに思いますが、この比田勝港には４地区の集落を漁業者で賄っておる

ところであります。非常に港湾と漁業者との行き違いがあるようなところもいっぱいございます

ので、そこら辺ももう少しこう耐震岸壁を本当にすぐに予算化してやらなければいけないのか、

それとも浮き桟橋、皆さんが困っていることを先にするのか、そこら辺だろうというふうに私は

結論的には思います。私も県とのそういう協議ができる場があれば、そこはきちんと説明をし、

話していきたいというふうに思っております。 

 そこで、比田勝市長の考え方、そしてまた比田勝港としてのこの西泊、上対馬町漁協のこの役

割といいますか、重要港湾に今度格上げをするんだというような話もなっておりました。厳原港

の第二港湾ということでやるということでありましたが、やはり私は、今こうして見てみると、

市長もそのときの答弁は、観光客船を入れたり、また対馬からの木材を輸出するためのその機能

を発揮させるんだというような答弁だったろうというふうに思っております。 

 しかし、今は、国際ターミナル、国内ターミナルと別々にきちんと整いました。しかし、これ

を重要港湾にして、そのような観光客船、あるいは木材を輸出する場所をそれをどこにするのか、

どういうふうにしていくのか、そうすることによって漁業者が困るんじゃないか、そこら辺も今

後十分に考えられるところだろうというふうに思います。 

 そこも含めて、今後どのようにこの比田勝港を全体を見ていくのか、市長の、先ほど私も言い

ましたように、耐震岸壁も含めたそういうようなところも何かコメントがあれば、コメントをお

願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  今、御質問のありました漁獲物陸揚げ用のこの浮き桟橋につきましては、

私も以前、合併前に担当をしておりまして、その時代からずっと計画をしていたというようなこ

とでありましたけれども、ただ、どうしても西泊の本所の漁協前の岸壁におきましては、その前
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に波除堤があるということで、ちょっと漁船が、港域が狭くなって漁船の操船が難しいのではな

いかというような話が度々出てきておりました。 

 そういう関係でこれまでなかなか計画はあったものの実現しなかったのかなというふうに私自

身も思っておりますが、今後、冒頭答弁させていただきましたように、これからのやっぱり漁業

は高齢化が進んでおりますので、機能を向上させるためには、どうしても浮き桟橋が必要だとい

うようなことで、今後強く県のほうにも訴えてまいりたいというふうに思っておりますし、先ほ

ど話がありました耐震化岸壁につきましても、これは大規模災害等が想定されることから、どう

しても必要な施設であろうというふうにも思っております。 

 そういうことで、比田勝港の今後の整備計画につきましては、比田勝港の整備計画の促進委員

会がございますので、ここを中心にして、どのような施設、そしてまた順番としては、どのよう

なことから着工していくのがベターなのか、皆さんと協議を進めながら県のほうにも要望を重ね

ていくということにしたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ４番、春田新一君。 

○議員（４番 春田 新一君）  よく分かりました。先ほど市長が、前に大きな波除堤があるんだ

ということでありましたが、規格については、その中で漁協やら漁組の方々と話をされていろい

ろな規格がありますので、それに対応できる規格で承知をしてもらって、それを取り付けるとい

う方法で私はいいんじゃないかなというふうに思います。 

 また、それから高齢者の話が出ましたが、非常にこの上対馬町漁協も本当に高齢化が進んでお

ります。４７４人おられますが、非常に６８歳というような高齢化が進んでおります。 

 先ほど、移住・定住でも話しましたように、そういうようなことがあるから、やはり農業・水

産業に若い後継者が育たるような取組をもっともっと縦横をつないで、うまくこうやっていかな

ければできないんじゃないかなというふうに思います。そこら辺をもう少しこう庁内で、庁舎内

で協議をされて、いい方向に持っていかれるように、今後新しい副市長も誕生されていますので、

一緒になってやっていかれるように望みまして私の質問を終わります。 

○議長（小川 廣康君）  これで春田新一君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩をいたします。再開を１１時５分からといたします。 

午前10時46分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時04分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 
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 引き続き、市政一般質問を行います。６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  おはようございます。まず初めに、今、世界中を恐怖に陥れてい

る新型コロナウイルスについて、毎日、市からの放送でお知らせがあっておりますが、その中で

「コロナウイルスの感染者は現在確認されていません。」とのコメントを聞くたびに、ほっとし

ている毎日でございます。一日も早くワクチンが開発され、新型コロナウイルスの感染が収束す

ることを願っております。 

 では、通告に従いまして、一般質問をします。今回の質問は４点についてお伺いいたします。 

 まず１点は、平成２９年６月定例会の一般質問による再質問でございます。内容は、志賀ノ鼻

大橋に街灯の増設と歩道内の花壇の整備について。 

 ２点目は、これもまた再質問ですが、平成３０年６月定例会の一般質問によることです。内容

は、トンネルの表札及び照明の整備について。 

 ３点目は、厳原体育館の雨漏り対策について。 

 ４点目は、ごみ収集袋可燃物用（小）の追加製造についての４点をお伺いしたいと思います。 

 まず１点目は、志賀ノ鼻大橋に街灯の増設と歩道内の花壇の整備についてお尋ねしましたが、

そのときの市長の答弁は、対馬振興局の担当課の回答として、花壇の整備については、雑草が生

えないように防草シート等の措置を検討します。また、照明等につきましても、新設が必要な部

分については必要な予算を要求して対応してまいりますとの答弁でしたが、その後、改善されて

いたら、その箇所をお伺いいたします。 

 ２点目は、トンネル内の表札及び照明の整備についてお尋ねをしました。その内容としまして

は、トンネルの表札が汚れて見にくいし、その表札も剥げ落ちているところもあり、トンネルの

名前が分からない。また、トンネル内の照明につきましても、暗く安全性が心配されているとい

う内容でした。そのときの市長の答弁は、表札については、長崎県での平成２５年の落下事故を

受け、老朽化による落下の危険性があるものについては取り外しているということでした。また、

表示方法については、現在検討中とのことでございます。 

 ２６年からは落下の危険性を考え、トンネルの入り口に設置するのではなく、入り口の手前に

ポール式の表札を設置している。表札の汚れについては、今後検討していきます。市道のトンネ

ルの表札についても、国県道と同様に対応してまいります。また、トンネルの照明は、国県道の

トンネルにつきましては、平成２５年度より改修工事と併せてＬＥＤ化を進めていくとの答弁で

したが、その後、トンネルの表札の改善がされていたかどうか。改善されていましたら、そのト

ンネルの名前を、また、トンネル内の照明についてもＬＥＤ化を進めていくとのことでしたが、

改善されていましたら、そのトンネルの名前をお伺いいたします。 

 ３点目は、厳原体育館の雨漏り対策についてお伺いします。厳原体育館は、昭和５９年３月に
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建設され、今年で３６年になります。耐用年数は４７年間となっています。まだ１１年もありま

すが、梅雨の時期や台風など、また最近の集中豪雨などでは雨漏りがひどいようでございます。

特にひどかったのが、令和元年９月２４日に発生した台風１７号で、体育館のフロアが水浸しに

なり、事務所も被害に遭い、壁にも雨漏りが染みてきたようでございます。また、最近では、今

年の４月１７日から２１日にかけて降った雨がひどく、すごい勢いで２階からフロアに流れ込み、

大変だったそうでございます。今でも、その爪痕が白いカビが生えてきたように生々しく残って

います。 

 そこで、体育館の利用状況を調べてみました。定期的にスポーツで利用されている方は平成

２６年から令和元年までの６年間では昼夜合わせて月に約４０件、また人数は約６００人の利用

者があるようでございます。そのほか、イベント関係でも利用されていることも多いようです。 

 以上のことから、厳原体育館は市民の健康を守る施設として、また、イベントを開催する場所

として、なくてはならない施設となっております。いつの日にか体育館を建て替える時期が来る

と思いますが、この土地は国の史跡指定区域内なので同じ場所に建てることは難しいと聞いてお

ります。この際、思い切って見直しをし、長く使えるように大改修をするか、また新しく他の地

を求めるのか。いずれにせよ膨大な費用がかかりますが、今後の見通しとしてどのようにお考え

なのかお伺いいたします。 

 次に、４点目は、ごみ収集袋可燃物用（小）の追加製造についてでございます。老齢化も進み、

老夫婦の世帯、独居老人、また、独り住まいの若者も多く、ごみの量が少ないため、可燃物用の

小の袋の追加製造を願うものでございます。 

 以上、４点についてお伺いいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  吉見議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、志賀ノ鼻大橋の街灯の増設と花壇の整備につきましてでございますけれども、このこ

とにつきましては、平成２９年６月の定例会において、「県の担当課に確認したところ、花壇に

ついては除草を行い、防草シート等の措置を検討する。また、街灯については、新設が必要な部

分は予算を要求し対応するとのことでございました」と御答弁を申し上げたところでございます。 

 また、平成３０年１２月定例会におきましても、志賀ノ鼻大橋の街灯の増設について再質問さ

れ、県において１灯設置が予定されており、さらに２灯の追加もお願いしていると答弁申し上げ

ました。その後の状況といたしましては、直売所入り口に平成３０年度に既存の電柱に添架する

形で、対馬市におきまして２か所、県においても１か所の街灯を設置いたしました。 

 また、新設が必要な直売所付近から志賀ノ鼻大橋までの間につきましては、県において３本の

街灯の予算要求を行っていただいておりますが、臨港道路の性格上、見通しが悪く、一般交通に
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支障がある場合が優先されてしまい、防犯的意味合いでの当路線は説明が弱いため、いまだ予算

化できていないとのことでありますが、引き続き予算化に向けてお願いをしているところでござ

います。 

 花壇につきましては、防草シートを設置していただいておりますが、雑草の成長も早く、必ず

しも十分と言える状況ではありませんので、維持管理につきましても振興局へお願いをしている

ところでございます。 

 次に、トンネルの銘板、照明の整備についてでございますが、平成３０年６月の定例会におき

まして、トンネルの銘板が汚れており、よく見えないとの御指摘を受けております。県の方針と

しまして、トンネルの健全性を確認することを目的に、道路法施行規則において、５年に一度、

全てのトンネルにおいて定期点検を行わなければならないとされておりますので、点検時に汚れ

が著しい場合は清掃も併せて行っていくとのことでございました。市におきましても、２０本の

トンネルを管理しておりますので、県と同様の取り組みをしてまいりたいと考えているところで

ございます。 

 次に、照明の整備についてでございますが、県におきましては、道路トンネル維持管理計画に

基づき、順次、ＬＥＤ化を進めており、これまで２８本のトンネルがＬＥＤ化され、今年度も

３本のＬＥＤ化が予定されているとのことであります。先ほどの質問の中でトンネルの名前をと

いうことでありました。そこで平成３０年度は５本、志越、山田山、トクエ、ザラゴ坂、今里の

５本でございます。平成３１年度が鰐浦西口、新久保。そして令和２年度、本年度が３本でござ

いまして、久和、新佐賀、久田ということになっております。また、照明球の取替えにつきまし

ては、平成２９年度以降は２７トンネルが完了しているとのことでございます。 

 次に、順序は逆転いたしますが、続けて私のほうから４点目のごみ袋の可燃物用の小さいサイ

ズの追加製造についてを答弁いたします。現在の指定ごみ袋は、大と小の２種類があり、小が横

３５センチ、縦６０センチのサイズで、容量が２５リットルの袋となっております。 

 議員が申されますように、今日の世帯状況を見ますと、７５歳以上の老人夫婦、独居老人の世

帯割合が４６％となっており、高齢者が多い現状でございます。確かに、お年寄りの方は物を大

事にされ、無駄のない生活を送られており、家庭ごみの量は少ないものと感じております。また、

単身者などの一人暮らしについても、たくさんのごみは出てこないものと思っております。私た

ちの日々の生活は、社会の成長とともに生活のスタイルも変化し、暮らしやすい日常を求めて、

食料品をはじめ、生活雑貨に至るまで、多種多様な商品に囲まれております。このような中、こ

のごみ袋につきましても、それぞれの生活環境に対処できるよう、また利便性向上を図るため、

現在、県内の市町の実態調査を実施し、本市の実情に即したごみ袋のサイズなどの検証を行い、

作成に向けて取り組んでいるところであります。 
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 私のほうからは以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  吉見議員の御質問にお答えします。 

 厳原体育館の雨漏り対策についてでございますが、厳原体育館は昭和５８年度の建築から

３６年が経過しており、様々な箇所に老朽化の兆しが見られます。御指摘の雨漏りにつきまして

も、以前から不具合が生じており、平成２５年度及び平成２９年度に部分的な改修を行い、一時

は止まったものの、再び雨漏りが発生している状況で、市民の皆様には御不便をおかけしており

ます。雨漏りにつきましては、様々な原因が考えられることから、再度、雨漏り部分の状況調査

を行い、必要に応じた改修を行いながら、利用環境の向上に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 また、金石城の国指定地であり、同じ場所での建て替えは難しいということで、別地への建て

替えについても御提言がありましたが、耐用年数も、あと１１年あり、フロアも使用に支障がな

いようですので、改修等を行いながら、可能な限り利用していきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  街灯については、今、聞いたところ、市が、直売所のところに

２か所と、県についても何か所かされているということがありましたけれども、直売所のところ

も、私も夜、見に行きましたけれども、実際につけられるときに、日没を過ぎて暗くなってから

見に行かれたところに不便を感じて作られているのかどうか疑問に思います。私も再質問するに

当たりまして、８時過ぎ、９時近くになって見に行ってまいりました。確かに、直売所のところ、

真っすぐなところに小さな灯がついております。でも、私が言っているのはそこではないんです。

そこも一つありますけれども、それから先、厳原からすれば手前のほうなんですが、足元を照ら

す街灯がありますね。あれが切れているところから売店のあるところまでは真っ暗で、テトラポ

ットとかいうような大きなコンクリートが約１５０メートル近くありまして、その高さも２メー

トル、３メートルに達したコンクリートが続いています。そして、反対側の山手のほうを見てみ

ますと、そこにも街灯が一切ありません。本当に真っ暗で、これは事件が起こってもおかしくな

いような場所でございますので、実際に行って、点検してみてください。といっても、これは振

興局の関係ですから、なかなか即答ができないでしょうけれども、お伝え願います。 

 それから、雑草なんですが、前に質問したときに私も行って、それから振興局の方と一緒に立

ち会いましてお願いしたんですが、そのときに防草のシートを張りますと言われたんですけれど

も、シートを張っても一時的なもので、また雑草が生えてくるからコンクリートを張ったらどう
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ですかと言いましたが、いえいえということでございました。やはり一旦、自分たちがつくった

ものを否定するような行動はできないのかなと思って情けなくなりましたが、やはり言ったよう

に、現在も草ぼうぼうです。そして、それがあるところは、今言いました、真っ暗闇のコンクリ

のところと、荷さばき所と漁協のところにつながりますけれども、これは昼間にできますから、

再度、その場所に行って点検をしていただきたいと思います。 

 この設置されている街灯について、私が言いましたけれども、夜行って点検されたんでしょう

か。お伺いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  夜、直接行って点検されたかということでありますけれども、私も車で

は数度、あそこを通りましたけれども、夜、車はヘッドライトがついておりますので、特段、暗

いという感じはいたしませんでした。先ほどの答弁の中でも申し上げましたように、今現在、県

のほうにおきましても、直売所付近から志賀ノ鼻大橋までの間について、３本の予算要求をして

いるということであります。今後もこのことについて、またお願いをしてまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（小川 廣康君）  ６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  分かりました。ということは、私が言っているところは立ててい

ないということになろうかなと思います。私は９時前に行って、ちゃんと点検してきております。

絶対暗いです。ここは散歩道、ジョギング道でございますので、そんなに遅くまではされないか

とは思いますけれども、都合によってはされる方もおられますので、ぜひとも再度、暗くなって

からの９時前ぐらいに行ってみてください。事故の起こらないうちにされたほうがいいと思いま

す。 

 次に、トンネルの関係ですけれども、トンネルは国県道のトンネルが５４本と市道１９本を合

わせて７３本のトンネルがあるようでございます。私がいつも通る道、この議会があるときでご

ざいますが、厳原から豊玉庁舎までの間に９個のトンネルがあります。その９個のトンネルも薄

暗く、点灯していない車の多いことを感じます。 

 トンネル内には、トンネル内点灯せよと書いてあるので、罰則規定があるか、警察に行き、お

伺いしてまいりました。罰則規定がありました。読み上げます。「夜間以外の点灯義務等につい

て。車両等はトンネル内の中や霧の中などで視界が５０メートル以下の暗い場所を通行するとき

は、夜間同様、前照灯など所定の灯火の点灯義務と前照灯の減光操作義務が生じる。」というこ

とが書いてあります。その中で、罰則金は５万円以下の罰則、違反点としては１点、反則金で大

型車は７,０００円、普通車が６,０００円、二輪車が６,０００円、原付が５,０００円という、

ちゃんと灯火義務でうたってありますので、このことも知らない方が多いかと思います。私もも
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ちろん知りませんでした。トンネル内は点灯はしておりますけれども、通っている間に点灯され

ていない車がかなり見受けられますので、このことは皆さん知られていないと思いますが、時々、

警察の広報で、いろいろな問題として、啓蒙活動の回覧板が回ってまいります。その中で、この

ことも含めて注意事項に一度上げていただければいいかなと思いますし、それと同様に、市のほ

うも広報紙に啓蒙活動として、一度、記載していただければ、周知徹底できるのではないかなと

思っておりますし、事故防止のために努めていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  トンネル内での車両の照明の点灯ということでありますけれども、この

ことにつきましては、運転免許講習会等で、再々、そのようなことは私も講習を受けたことがご

ざいます。そういうことで、私自身、トンネルの中では絶対にライトをつけるということで走っ

ているところでございます。それで、トンネル内での点灯をしていない車両が見受けられるとい

うことでありますので、市の広報等で、そのような啓蒙をすることを考えたいというふうに思い

ます。 

○議長（小川 廣康君）  ６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  ありがとうございます。この件について、警察のほうにお伺いし

ましたところ、いろいろとよく教えていただきました。その中で、今言いました、回覧板とかで

啓蒙活動にそれも一つ上げていただければ助かりますということも言っておりましたので、また

機会がありましたら、そういう一般質問があったということを市長のほうからお願いしていただ

ければと思います。 

 それと、トンネル内点灯せよと書いてあるものですから、当然、この立て看板は警察のほうで

されているのだろうと思っていましたら、私が全く勉強不足で、これは行政のほうでされるとい

うことでございました。私も、議会があるたびに行き来するんですが、この９つあるトンネル、

めちゃくちゃです。点灯せよということが書いてありますけれども、書いてある箇所と書いてい

ない箇所があります。そして、それも木が生い茂っていて見えない。ほとんどそうです。トンネ

ルの表札ですが、ついていないところも何か所もあります。黒くて見えないところもある。そし

て、一番よく見えるのが、新濃部トンネル、これだけがきちんと、はっきりと見えております。 

 観光、観光と言われますけど、本土からの観光の誘致、力を入れてあるようでございますが、

観光客が来たら、私はこの９個のトンネルを見ただけでも、皆さんがっかりされ、私は本当に恥

ずかしいと思います。今日、帰られるとき、また今度、２６日に議会がありますが、そのときに

反対側からのところ、よく見てみてください。この９つだけでもそうですから、今言いましたよ

うに、トンネルは全部で７３本あるんですが、私はこの間しか見ませんし、ほかのところは全然

わかりません。そこら辺も含めましてチェックをしていただき、早急に改善していただきたいと
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思います。点灯せよということは、市の行政のほうですから。市道もありますから、ネームプ

レートを点検していただき、この前の回答ではトンネルの正面につけるのではなくて、横にポー

ルつきでつけるということに、この頃はなっているということですから、なおさらつけやすいと

思いますので、ぜひともそれも含めまして、市道、県道を徹底して調査していただきたいと思い

ます。 

 今日で２回目の質問だし、私も議会があるときは通います。行政側も通われます。ほかの議員

さんも厳原方面から来られる方は通われます。その中で気づきませんでしたか。私は２回目の質

問なのに、どうかな、吉見さんがあんなふうに質問されておったが、本当、トンネルは表札がど

うなっているのかとか、そういう気持ちを持って通られませんでしたか。一言お願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  御質問の内容は聞いておりました。私自身も、吉見さん、どのトンネル

を対象にされているのかなということで、見てはおります。そのような中で、特に、豊玉と和板

の間になるんでしょうが、豊玉トンネル、あそこがトンネルの幅員も若干狭いようでありますし、

ここは照明も少し暗いのかなというようなことは感じておりました。それと、もう一つが賀谷の

手前のトンネル、あそこも少し暗いようであるということは感じております。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  トンネルは、厳原から行きまして、厳原トンネル、小室トンネル、

根緒坂トンネル、浪人坂トンネル、鶏知トンネル、美津島トンネル、賀谷隧道、新濃部トンネル、

豊玉隧道ということで、９つ、私が来る間に通ってまいります。その中で、ほとんどが言うみた

いに、点灯せよというところには木が覆いかぶさっているし、表札はだめだしということで、特

にトンネルの中で一番暗く感じるのが、豊玉隧道と賀谷隧道です。電気そのものはあるんですけ

れども、点灯していないんです。観光客が来られたら、私は恥ずかしいなと思っていつも見るん

です。トンネル内点灯せよという立て看板、私は警察のほうがしているんだろうと思っていまし

たが、行政のほうでするらしいですね。御存じでしたか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  市のほうでするということは、私は聞いておりませんので、担当部長の

ほうに答えてもらいます。 

○議長（小川 廣康君）  建設部長、伊賀敏治君。 

○建設部長（伊賀 敏治君）  トンネル内点灯せよというような表示については、市道としてトン

ネルを整備するときに、照明等の関係で警察の指導とか、そういったことがあればしているケー

スもあるかとは思いますけれども、国県道について、トンネル内点灯せよといった表示について
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は市のほうでは対応しておりませんし、県のほうからそういう依頼、警察からもそういった要請

とかもあったことはございません。 

○議長（小川 廣康君）  ６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

警察署に行ったときに、いろいろと文書をいただいたんですが、行政がする表示、国のほうがす

る道路標識がいろいろとありまして、これが行政のほうです。いろいろ勉強になりました。そう

いうことで、私は点灯せよという立て看板は行政のほうということを伺っておりましたので、も

し間違いがあるかもしれませんので、また確認をしていただきまして、いいように整備してくだ

さい。このことについては、これで終わります。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほどの建設部長が答弁いたしましたとおり、私もこれまでトンネル内

点灯の看板は市が作るというようなことは、全然、今までもありませんでしたし、これは再度、

確認はいたしますけれども、恐らく市道以外は市に管理責任があるものではないというふうには

感じております。 

 それと、あと１点、トンネル内の電球については、照度、要するに明るさ、これは基準が決め

られておりますので、幾らルクス以上の明るさということで、トンネルの入り口、出口は、若干、

目に慣れるために暗くなります。ただ、中に入って中間付近になると、ほかの出口、入り口より

は明るくなっていると思いますので、そのような構造であるということは御理解をお願いしたい

と思います。 

○議長（小川 廣康君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○ 

○議員（６番 吉見 優子君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（小川 廣康君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議員（６番 吉見 優子君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（小川 廣康君）  ○○○○○○○○○○○ 

○議員（６番 吉見 優子君）  ○○○○○○○○○○○○ 

○議長（小川 廣康君）  ○○○○○○○○○○○○○ 

○議員（６番 吉見 優子君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
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○議長（小川 廣康君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

○議員（６番 吉見 優子君）  トンネルの照明の明るさ、暗さ、もろもろ、この前の質問のとき

に聞いておりましたので、市長が言われたことは大体分かっておりました。 

 次に、体育館の関係をお尋ねします。１８日に雨が降ったときに、２０日に体育館を見に行っ

てまいりましたが、そのときにずっとバケツがありました。普通の小さいバケツが２５個、大き

なバケツが５個、また新聞も敷いてあって、そのように合わせて３０個のバケツが２階、下と含

めてありました。それは雨漏りの関係です。 

 次に、ドアが壊れているという苦情もありましたので、全部チェックしてまいりました。体育

館の中に入って左手のドアです。１階の運動場に近いところのドアです。これにドアが１５個あ

りまして、１０個が故障中、開きませんでした。コロナの関係で、３密の換気の部分ではなかな

か守られないのではないかなと思っております。また、災害時のときに、体育館は避難場所にな

っておりますので、なおさらこのドアは修繕していただきたい。あそこにおられる事務員の方に

聞いたんですけれども、これはなかなか難しいということを言っておりましたが、難しいでは済

みませんので、ぜひとも再度チェックして、できることなら３密の関係、避難場所であるという

ことも含めまして、チェックをお願いいたします。 

 それと、天井の電気でございますが、１枠に４個あります。ブルーが２個と、だいだい系の赤

いのが２個、それで４つでセットになっておりますが、これは色で何かあるんですか。それを教

えてください。 

○議長（小川 廣康君）  教育部長、阿比留裕史君。 

○教育部長（阿比留裕史君）  今、お尋ねになった電球の件ですが、照度の関係で、照度調節、あ

まり明る過ぎても上が見えないということでありますので、特に球技等で上にボールが上がった

ときに、電気の明るさの関係でということで聞いております。専門的な部分については分かりま

せんけれども、明るさの基準があるということで、電球の配色を変えているということです。 

○議長（小川 廣康君）  ６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  明るさの関係を言われますが、電球も結構切れています。それは

節約されているのかなと私も思っておりますが、今、言った２色、２色の分でまぶしいという声

を聞きましたものですから、今日はそれをお伺いしたところでございます。 

 言いましたように、史跡の跡ですから建て直すのがなかなかできない。今後の方向として、建

て直す方向に行くのか、そうしたらほかの土地を求めなければいけません。そしてまた、そのま

ま長く続けるなら修理もしなくてはいけません。そういうことになれば、大々的に修理をしなく

てはいけないと思いますが、方向性として、まだ１０年、１１年ありますから、今、どうのこう
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のと言われないでしょうけど、一応、どういう方向性か考えてありましたら教えていただければ

と思います。建て直すのか、厳原の場合は土地があまりないので、修繕するなら大々的にするの

か。いずれにしても予算がすごくかかると思いますが、方向性だけでも教えていただければと思

います。 

○議長（小川 廣康君）  教育長、永留和博君。 

○教育長（永留 和博君）  厳原体育館を、例えば大規模修理をするとか、建て替えるとか、そう

いうふうな方向性につきましては、教育委員会としては、まだ結論は出しておりません。まだ耐

用年数も１１年ほどありますので、修理できる部分については、修理をやりながら活用をしてい

ただきたい。年間１万７,０００人ほどの多くの人が利用されておりますので、厳原体育館につ

きましては何らかの形で存続をさせなければならないだろうとは考えています。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  ６番、吉見優子君。 

○議員（６番 吉見 優子君）  では、そのような方向で、年月はありますので、よい方向に持っ

ていっていただければと思います。 

 最後になりましたが、指定ごみなんですが、今、市長からもいい回答をいただきました。この

ように老人も多く、久田道の環境をちょっと考えてみましたら、７０歳以上の人が４６％もある

んです。独身の一人住まいの方が田舎から出てきている方もおられますし、前向きな考えをいた

だきましてありがとうございました。早く実現できますようにお願いいたします。 

 今日はこれで私の質問を終わります。 

○議長（小川 廣康君）  これで吉見優子君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  昼食休憩とします。再開は午後１時ちょうどからといたします。 

午前11時52分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後０時59分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 報告します。齋藤久光君から早退の届出があっております。 

 引き続き、市政一般質問を行います。 

 ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  創政の長郷です。一般質問をさせていただきます。 

 新市政を迎えられて早２か月余りがたとうとしておりますが、いまだかつて本市の経済状況は

必ずしも……。 
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 大変失礼いたしました。では、改めて伺いたいと思います。 

 持続可能な「しまづくり」を標榜されて、比田勝市政がスタートされました。達成するために

は、いろいろな困難もあろうかと思いますけども、どういった仕事をすればそれが成り立つのか。

今、対馬の置かれている状況は、水産業の問題、日韓関係の問題、そしてこのコロナの問題と

様々な問題を抱えて大変な時期ではありますが、だからと言って、島をそのままにしておくとい

うわけにはいきません。そういった意味で、持続可能なしまづくりを目指されているという理解

をいたしております。 

 今回は、個別具体的に、どのような仕事を作っていこうとお考えなのか、ひとつその考えをお

聞かせいただきたいと思います。 

 また、今回の新型コロナウイルス感染症拡大においては、オンライン会議を初め、多くの方々

がインターネット等について興味を示されていると拝察をしております。そういった情報通信施

設をどのように利用していこうとお考えなのか。そして、その達成のためには、どのような施設

を整備しようと考えておられるのか。この２点について、御見解をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  長郷議員の御質問にお答えいたします。 

 持続可能な「しまづくり」につきましては、所信表明にも掲げさせていただきましたが、ＳＤ

Ｇｓの考え方を取り入れながら、「しまづくり」を進めていきたいと考えております。 

 現在、「自立と循環の宝の島、サーキュラーエコノミーアイランド」と題して、ＳＤＧｓの理

念に沿った基本的、総合的取組を推進しようとするＳＤＧｓ未来都市認定に向けた提案を行って

いるところでございます。サブタイトルの「サーキュラーエコノミーアイランド」とは、循環経

済の島という意味であり、廃棄されていたものを新たな資源として捉え、廃棄物を出すことなく

資源を循環させる島を将来的に目指すということであります。 

 持続可能な「しまづくり」における産業の育成、仕事の創設についてでありますが、基本的な

考え方といたしまして、農林漁業や観光業の育成が一番重要であろうというふうに考えておりま

して、基盤である森林資源、水産資源、生物多様性等の観光資源など自然資源の保全に努めるこ

とで、対馬の価値を高める事業を組み立ててまいりたいと考えております。 

 １つ目は、漂流ごみ対策のさらなる推進による海洋環境の保全や水産資源の確保対策を行いな

がら、水産業の振興はもとより、漂着ごみ回収ボランティア作業の体験などを行うスタディーツ

アーなどの新たな観光メニューの構築。回収した漂着ごみのリサイクル事業などの創出を取り組

んでまいります。 

 ２つ目に、有害鳥獣対策の強化によります農林資源の確保を図りながら、捕獲したイノシシ、
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鹿などの食肉等の商品化や産地化を生み出していくとともに、自然環境の維持保全、ウラボシシ

ジミやハナナズナといった希少動植物の保護を図りながら、生物多様性を生かした新たな観光メ

ニュー事業を生み出す取組を進めてまいります。 

 ３つ目に、対馬の資源を活用した民間エネルギー会社による木質バイオマスエネルギー事業や

洋上風力発電事業などの普及、推進に取り組み、電力経済の島内循環と脱炭素化を目的としたエ

ネルギー事業の創出に向けて取り組んでまいります。また、持続可能な「しまづくり」を行って

いく上では、人材の育成が重要であり、学との連携によって培ったネットワークを生かしながら

対馬グローカル大学を開講し、環境、社会、経済、ビジネス等幅広く学ぶ機会を市民の皆様に提

供していく予定であります。 

 最後になりますが、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０の推進も必要な分野であります。よって、それに対

応したインターネット、通信環境の強化、情報基盤の整備に努めながら、ＩＴ企業の誘致、リ

モートワーク移住者の勧誘、ワーケーション事業の開拓など社会変革に対応した事業産業を生み

出していく取組を進めてまいります。 

 次に、インターネットを初めとする情報通信施設の効果をどのように捉え、整備するかについ

てでございますけども、新型コロナウイルスの感染拡大、緊急事態宣言を受け、国内の多くの企

業は、出勤時の人混みを避けるべく、社員がオフィスに出社するのではなく、自宅や本来の勤務

地以外のオフィススペースやシェアスペース等で、携帯電話やインターネットを活用して仕事を

行うテレワークを推進する流れとなりました。 

 時間や場所にとらわれない情報通信技術を活用した柔軟な働き方は、労働力の確保、生産性の

向上、災害時の事業継続性から政府も推進しているところであります。生産性の低下することへ

の不安や社員への評価手法が定まっていないなどのテレワークの課題もございますが、この新た

な働き方は、都心から離れて自然豊かな対馬に在住していても仕事ができる移住・定住を促すチ

ャンスと見ており、移住者等が市内で活用できるリモートワークを推進するために、テレワーク

センター等の整備にも取り組んでまいります。 

 所信表明でも述べさせていただいておりますが、本市が離島であるがゆえに取り残されること

がないよう、市民がいつまでも安心して暮らせる持続可能な「しまづくり」を進めていくには、

ＩｏＴやＡＩなどの革新的技術によって実現する新しい社会、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０に向けて、

将来を見据えたインターネット通信環境の強化が不可欠であると考えております。 

 また、情報通信技術の進展は著しく、スマートフォン、タブレットの普及や、都市部を中心に

既にサービスを開始しております第５世代移動体通信など、情報通信を取り巻く状況が大きく変

化してきており、これに対応するには、最新の情報を踏まえて官民が連携し、一体となって情報

通信基盤を整備する必要があると考えます。 
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 このためにも、対馬市内はもとより、本土とを結ぶ通信環境の強化を重要な情報政策の１つと

捉え、国、県への要望活動や民間通信事業者への協力、支援など積極的に取り組んでまいる所存

であります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ありがとうございました。 

 多岐にわたって取組をなされるという御意見を伺いました。全てをやるにはちょっと時間があ

りませんので、まず１つ確認を先にしておきたいんですけど、一般の市民の方が、ＳＤＧｓって

なんなのということになろうかと思うんで、私のほうからなんですけども、先ほどから言ってい

ますような、持続可能な開発目標を作りますよということで、ずっと住み続けられる町、地域、

社会を作り、維持していくための目標というふうに御理解をしていただきたいと思います。それ

を総称してＳＤＧｓという表現を国がしておりますので、そういった意味で今から話を聞いてい

ただければと思います。 

 ＳＤＧｓについては、これは最も重要なことで、住み続けるためには、産業、今いろいろ話伺

いました。よく考えてみると、これは、私が議員になって３年目なんですけども、よく私が今ま

でどうだろうかと投げかけをさせていただいたものが含まれておるわけですが、まず１点、漂着

ごみ対策について伺います。 

 これ、先ほど、回収とかボランティアとか、その回収体験とかいう話は確かに必要だと考えま

す。私として１つ踏み込んでいただきたいのは、伊藤忠商事さんが今対馬のほうに来られて、漂

着ごみを利用された仕事を展開しようとなされておるわけですけれども、この事業と市の環境政

策とのマッチングといいますか、そういったお話って何かありますか。まず、そこをお聞かせく

ださい。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  漂着ごみ関係と、伊藤忠商事との関係でございますけども、私もこの伊

藤忠さんが対馬に来られてこの事業に取り組もうというニュースを見たときに、すぐにでも東京

に出かけていきたいということにしておりましたけども、ちょうどその時期にこの新型コロナウ

イルスの関係で感染が広がって、なかなかそちらのほうに行く機会がなかったというところが今

現時点でございます。 

 そういうことでございますので、いろんな情報は今聞いてはおりますけども、このことがある

程度落ち着けば、私自ら伊藤忠さんのほうに出かけて、いろいろとお話をさせていただきたいと

いう思いでいるところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 
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○議員（３番 長郷 泰二君）  ぜひ、そのようにお願いをしたいところですね。 

 漂着ごみについては、今年の予算でも２億から３億、回収だけでも２億７,０００万程度予算

がつけられておりますけども、こういったただ回収だけでは、今までは致し方ない部分もあった

と思うんですけれども、今後は、伊藤忠さんがやられるこういった仕事、それともう１つは、研

究をついでにしていただきたいなと思うのは、活性炭なんです。要は、漂着ごみから出る全ての

化学物質を含んだ、また木材、漁網、こういったものも活性炭の材料になるという研究発表がな

されております。 

 ただ、問題点は、塩分を含んでおりますので、これを除去するのにちょっと時間が今かかって

いると。これは、ある福岡の大学の准教授が今試験をなされていますけども、そういった方々と

コンタクトを取られて、さっき言った体験ということで対馬に来ていただいて、漂着ごみを回収

していただいて、それも１つの対馬の特徴だと。そこの、かつさっき言ったような伊藤忠さんと

は別に、そういった次の電池の材料となり得る活性炭等が取れるという話を伺っております。そ

こまでしかまだ話はできていないんですけど、これもコロナの関係で会うことができておりませ

んが、そういった構想を持ってある教授の先生もおられますので、またこういったものもしっか

り連携していかれれば、対馬の漂着ごみも、今までは大変迷惑な漂流物でしたけども、これはも

しかすると宝になる可能性がないわけじゃありませんので、研究を進めていただきたいと思いま

す。 

 それと、さっき言われていた産学連携の対馬グローカル大学の開催。これは面白いアイデアだ

なと思って見させていただいておりますけども、これ、対馬市がやるんですか。それとも、一般

の団体がやるんですか。そこら辺の、さっきのインターネットの周辺整備と兼ね合った部分であ

ろうかと思うんですけども、ここら辺は、一般市民が参加するには、どういったものが手元にあ

れば、このグローカル大学に、受けることができるのか、ちょっと説明をお願いいたします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この対馬グローカル大学につきましては、市が事業主体になろうかとい

うふうに思っております。 

 この中で、特にこの通信網、特にオンラインゼミやらオンデマンド等での講義をしていくとい

うことで、今現在準備を進めているところでございます。もちろん、対馬市民も参加が可能とい

うようなことで、今大体２０名程度を予定しているというふうに聞いております。 

 講義をされる方は、各大学におきまして対馬を研究されている方が対象になろうかというふう

に思っております。この中で、対馬のことをさらに研究をしていただきまして、また対馬の市民

の皆様も、我が対馬をこのことを活用しながら活性化に導いていくというような方向性を持って、

この対馬グローカル大学を運営していきたいというふうに思っております。 
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○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  運営は理解いたしましたが、その一般の方々が参加するために必

要な周辺機器というのが必要になろうかと思うんですけど、それがパソコンであったり、スマー

トフォンであったりいろいろあると思いますけども、そのために画像を撮る必要があるとか、マ

イクを持っておく必要があるとか、初歩的な部分で結構ですけど、部長でも結構ですけども、ど

ういったものが市民が用意できれば参加できるのか、この際しっかりＰＲしていただきたいと思

います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  詳しいことにつきましては、担当部長のほうから説明をさせます。 

○議長（小川 廣康君）  しまづくり推進部長、武末祥人君。 

○しまづくり推進部長（武末 祥人君）  ただいまの対馬グローカル大学について、簡単に説明を

させていただきます。 

 今予定しておりますのが、ウェブ講座、デマンド型、ユーチューブを活用したウェブ講座とオ

ンラインゼミを予定しております。この募集につきましては、７月の市報に掲載を予定しており

ます。 

 講師につきましては、今まで対馬について研究いただいている先生、６０名程度をリストアッ

プしておりまして、その中からいろんなテーマ、内容を決めております。そういった中で、受講

されるものを選んでいただくと。 

 一般の方がネット環境、整っていない方につきましては、上、中、下ということで、公民館等

でそういう環境を整えて、オンラインゼミにつきましては、そういった時間を区切ってやろうと

思っております。ただ、ウェブ講座につきましては、オンデマンドですので、いつでもできると

いうことですので、この辺も公民館を使ってできないか、その辺今から詰めていきたいと思って

います。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  そういった時代に入ってきておるわけで、なかなかいいことだと

思いますので、できれば多くの方が参加できる体制を早く構築していただいて、もっともっとイ

ンターネット環境が必要だということを理解していただければと思います。 

 そのインターネットなんですけども、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０、市長も所信の中で話をされまし

たけども、ＩｏＴとかＡＩ、これは理解できるんですけども、今本市において、それは将来的話

であって、現実的に今こういう、さっき言いました３つのいろいろなリスクを背負っている経済

状況の中で、果たして今取り組むべき、優先順位的にはそんなに早くはないんじゃないかと考え
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るんです。 

 Ｓｏｃｉｅｔｙ４.０で、結局インターネットを活用して情報をいっぱい集めましょう、皆さ

ん使いましょうと言って、人間の連携を取りましょうというのが４.０ですから、それができな

かったという政府の１つの反省はあるんですよね。その４.０ができなかったから、今度はそう

いった過去のものを集積したものを集めて、ＡＩという形に全部インプットしてそれを活用して

いこうというのが５.０だから、５.０というのは、市も明治大学と共有されてやる自動運転がこ

こに入ってこようかとは思うんですけども。 

 対馬市内において、前も質問があったかと思うんですが、その自動運転ができるエリアって正

直言って限られますよね。これは、やるなという意味ではなくて、やればいいんですけども、そ

ういった、逆に高齢化社会になって必要な事項ではあるんですけども、少なくともエリアが広が

らないとなかなか理解が進みにくいという私は感想を持っているわけですけども、基本的に、ど

ういった場合でこのＡＩを活用して、本市は、いこうと考えてあるのかお聞かせください。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  どういった場合を想定しているのかということでございますけども、も

ちろん、まず第一に、今現在進めておりますこの自動運転関係を、本年度も、まず上地区のほう

でも進める計画でおります。ただ、このＡＩ関係を活用して進めるとしましても、今対馬の中で

この情報通信の部分がまだまだ脆弱であるというようなことでありますので、この情報の脆弱さ

を是正する意味でも、インターネットの基盤関係をもう少し整備する必要があろうかというふう

に考えているところでありまして、今現在、対馬市も、総務省の地域情報化のアドバイザーでも

あります鹿児島大学の先生の御支援を受けて、対馬市の情報通信基盤整備の策定に着手しており

ます。 

 これで、実は昨年に総務省の諮問機関であります情報通信審議会内に設置された情報通信基盤

の在り方ワーキンググループへ出席をいたしました。このワーキンググループでは、光ケーブル

を所有する地方自治体やＮＴＴ、ＫＤＤＩ、ソフトバンクといったような主要な通信事業者と

ケーブル事業者が参加してそれぞれ意見交換が行われましたけども、その中に、自治体から唯一

出席をいたしました対馬市に対しまして１５分間程度のプレゼンテーションの時間をいただきま

したので、離島対馬における情報通信基盤の現状と課題を私自ら訴えてまいりました。 

 この結果も一因があろうかと思うんですけども、この審議会の答申の中で、今後は公設から民

設へ、そしてまた公営から民営へと移行を促すことを視野に入れた対応を講じていくべきである

というような方向性が見出されました。そして、また新たに、これまでこの更新等におきまして

は補助事業の対象外でありましたものが、設備更新費用に関しまして、その設備の譲渡と高度化

が条件ではありますけども、補助事業の対象になったというようなことは大きなことであろうか
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というふうに思っております。 

 こういうことも視野に入れて、今後この対馬市の情報基盤のほうを、民間移行への可能性も視

野に入れながら強化してまいりたいと思っております。 

 まず、そのことによって、今後ＡＩの活用、そして５Ｇへの早期構築、こういうところが始め

られるのではないかなというふうに考えているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  過去にインターネットをかなりしつこく質問させていただきまし

たけども、かなりすごい速度で、約５Ｇぐらいも来ているんじゃないですか、速度が。そういう

ふうにして、市がどんどん進めていただいていることは、大変うれしいことです。 

 私がお尋ねしようと思ったのに、市長がもうおっしゃったですけども、公設光ファイバー及び

関連施設の民間移行ガイドラインというのができますよね、既に御承知でしょうけども。ここだ

と、極端に言いますと、対馬市ＣＡＴＶ、これもう全部やりますよ、民間に、という話なんです

よね。１０年以上たっておけば、補助事業であってもそれ関係ないよと、総務省はもう既に言っ

ていると。こういう環境にあるということで、毎年、今器具の更新、機器の更新をやっておりま

すけども、話が成熟すればの条件つきですけども、そういった部分を民間主導でやっていただけ

れば、逆に私は産業として成り立つんじゃないかと考えております。 

 その分、市の持ち出しの財源が余裕が出るわけですから、今市長がおっしゃられた農林観光資

源の保全に関する働く場の確保等についても、こちらで投資ができるという流れが生まれるんで

はないかと考えております。 

 だから、今から検討で、まだガイドラインも出た段階ですから決定じゃありませんけども、そ

この中身をずっと見てみますと、今おっしゃられたように、市にとってはマイナスの部分はあま

りないんではないかと。ただ、あと電柱とか伝送路とか、こういった部分がありますから、財産

処分の問題でいろいろあろうかと思いますが、できるだけ早くこの話は進めていただきたいなと

考えます。 

 民間というのが曖昧な言い方ですけども、別に特定は、このガイドラインについては書かれて

いないようでありますので、これは早急に、こういった委員会なり協議する場を作られてはいか

がかと思います。ぜひ、そういう方向で財政支援ができる段階まで来ておりますので、やってい

ただきたいと思います。 

 そうした中でいくと、インターネットについても、テレワークについても、だんだん発達して

きますので、これはひとつ、予算は通っていますけども、観光とかの部分に大きなプラスになっ

てくることが予想されるわけですね。今まで物産展行っていました。関西、関東に人間が行って

いました。このコロナの時代になって、なかなか行くのは厳しい。そうすると、今言ったような
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ブロードバンドを利用した形の物産展が開催されるわけです。 

 これを聞いてある方は、一番早く言えば飲み会ですね。ユーチューブで飲み会をして、全国の

人たちで顔をつないでやろうと。飲み屋には行けないんで、自分の家でそういった人たちと共通

の話をしながら楽しみましょうというような、今ネットワーク時代ですよね。だから、それが物

産展でも可能じゃないかと。 

 逆に、対馬の自然のよさ、植物、動物を含めて、映像として人々に見ていただくことができる。

今までは写真として見ていたわけですけども、今度は映像として、リアルタイムで見ていただけ

る。というのが、うちの島のよさがもっともっと深く分かっていただける環境になるんじゃない

かと私は考えております。 

 すぐできるとは思っておりませんが、その方向でぜひ、観光物産のほうのみならず、環境のほ

うも併せてですけども、そういったものを進めていきたいと思いますが、これについて御意見は

ありますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  これは、今政府が進める事業でもあります。そして、またこのたびの新

型コロナウイルスのパンデミックによりまして今ますますこのリモートワークが求められている

ということでございます。このリモートワークを進めるためにも、先ほど申しましたように、こ

のような事業に早期に取り組んで完成をさせてまいりたいという思いを持っております。御協力

をお願いしたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ぜひ、そういう方向でお互いに進んでいきたいと思います。 

 別の話題に切替えますが、人口の問題なんですけども。 

 私は、度々、定住、移住、Ｉ・Ｕターン関係を取り上げさせてもらっております。この今回の

予算についても、１つ御意見をということで申し述べましたが、特措法に基づく空き家対策じゃ

なくて、使える空き家、市長も先ほど、午前中からの質問の中で答え、なされたと思うんですけ

ども、リストアップのランクを何段階か作られて、改修が必要としない空き家は結構あるのでは

ないかと私は思っているわけです。 

 今回は、２つで約９００万程度の予算を要求されておりますが、それはそれとして、使える空

き家、ここ二、三年で空き家になっているのは私の住んでいる豊玉管内でもかなりあります。使

えるんですよ。そういったリストを、前々から各振興部を通じて、整理されたらいかがですかと

いう提案をしてきたつもりなんですけども、空き家特措法の対策のみで今終わっているようです

ので、ぜひこれは、別の角度で進めてもらいたいんです。ネット環境ができれば、そういった空

き家の状況をリアルで伝えることができるんだから、「この家だったら住んでもいいよね」、
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「この環境だったら住んでみたいね」という環境が整うと思うんですよ。それが、空き家対策に

つながって、市長も言われました２極点生活、リアルライフという形が整うんじゃないかと。そ

うなれば、女性だけでも移住できるよと、この地域だったらという安心感。これが表現できると

考えているわけです。 

 だから、改修に金をかけるのはいいんですけど、多額の金をかける必要はないと思うんです。

こういったリストアップをして空き家対策をして人を呼び込む。だから、それは移住じゃなくて

もいいんです。定住じゃなくてもいいんです。国が言う関係人口という感覚でもいいんです。だ

から、冬の間は向こうにいて、夏の間はこちらで生活する。極端に言えば別荘みたいな感覚でも

別に構わないと思うんですよね。 

 ただ、それは所有としてはっきりさせないといけないので、そういった空き家対策の窓口を作

られるお考えはお持ちではないですか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  この前の質問の中でもちょっと申し上げましたけども、この空き家対策

といたしまして、今後島おこし協働隊を３名雇用するということを申し上げました。 

 この中で、今議員がおっしゃられるようなランクづけをしてみたり、本当に、できるだけ改修

に金がかからない空き家のほうからリストアップをしていければいいなというふうに思っており

ます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ぜひ、そういうふうにして、空き家を有効活用していただきたい

と思います。おのずとそうすれば、観光に対する経費もかなり減ってくるんじゃないかなと思い

ますので、そこら辺の予算を、地域の人たちが望んでいる、今現在ここに住んで生活をされてい

る方々が望まれている道路や水路の改良のほうに予算を向けていただきたい。最終的には私はそ

う思います。 

 この、今から先また５０年に１度の大雨が来るかもしれません。そういったものについては、

予算を必要としますので、今お話しをさせていただいているようなことを実現していけば、経費

もかなりそちらのほうに回すことが可能だと私は考えておりますので、もう一度そこら辺を再検

討していただきたいと考えております。 

 それと、もう１つお願いしたいのが、生物多様性をよく言われます。前回も、生物多様性でい

ろいろ私は、対馬にしかいない動物、生物を羅列させていただきました。今ウラボシジミについ

ては、ちゃんと保全されておりますけども、まだまだ対馬でしかないキスゲ類については、いよ

いよ鹿、イノシシの被害で全滅の危機に瀕しております。ここら辺をもう少し大事にしていただ

きたいなという気がしております。 
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 植物の分布で、特質な地域にあるこの対馬市ですから、そこら辺は私がもう言うまでもなく御

理解いただいていると思いますけども、なかなか予算とか人件費の問題とかが壁になって先に進

んでいないんじゃないと推測をいたします。そういったときに、ぜひ今言ったような話を早く実

現されて、対馬の生物園みたいな、植物園みたいなやつを、どうしても１か所、私は早く作って

いただきたいという思いを持っております。 

 だから、個別的にはいっぱいありますけども、その話だけで終わってしまうんですね。話だけ

で終わってしまって、結局いつの間にか絶滅しているよという、昔話になってしまうとちょっと

悲しいものがあろうかと思いますので、協働隊の中でも生物多様性の隊員がおられると話を伺っ

ておりましたが、そういった方とよく御相談されて、調査はもう十分されているはずですから、

今度はそれを形として見える方向で実現に向けて頑張っていただきたいなと思うわけですね。 

 それでもう１点、これはちょっとあまりいい話じゃないんだけど、市が事業をいろいろ委託し

ますよね。その委託先が、ほとんどが観光物産協会なんですよね。今までなかったからしょうが

ないという部分も理解しますが、私は、ここに新たな産業が生まれると見ているわけです。そう

いった産業をやってくれるのは、島の中にいる人かもしれませんし、外から入ってきてくれる人

かもしれません。それは、どこに視点を置くかによって、大きく差が変わってくるところなんで

すが、できれば観光物産協会にかわるそういったその組織を育成していただきたいなと。 

 一度は株式会社対馬活性化事業会ですか、が昨年いろいろ仕事したみたいですけど、ああいっ

た団体とか、もう既に活躍してあるＭＩＴさんであるとか、そういった人たちの団体をもっとも

っと呼び込めないかなと。だから、さっきグローカル大学の中でもそういった話が出るか出んか

は分かりませんけども、利用していけば面白い話ができるんではないかなという気がしているん

です。 

 弊害になっているもの、これが１つあるんですけど、対馬市宿泊施設等機能向上整備支援補助

金、これは今回出た分でしょうね。これがちょっと気に食わない部分が１つあるんですよ。参加

要件、一般社団法人対馬観光物産協会に加盟している者もしくは加盟する者。義務づけています

よね。だから、今私が話している部分と、それは大きな齟齬があるんですけどね。 

 こういうものを書き込んで、補助金を申請してくださいというのはいかがなものかと考えるん

ですが、部長でも結構です。こういったいきさつが何かあったんでしょうけども、説明いただけ

ますか。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  今、３点ほどあったのかなというふうに思います。 

 その中の、特に今現在の観光物産協会の在り方と申しましょうか、このことにつきましては、

この７月から民間の観光アドバイザーを招聘いたしまして、この対馬の本当に体験型観光を主に
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した、またいろんなパターンの観光を指導していただくということで、今現在準備をしていると

ころでございますし、あと１点、これまで観光物産協会だけでございましたけども、私が今聞い

ている情報の中では、民間の方が対馬で観光物産協会的な事業を始めるということで、そういう

旅館、ホテルへの紹介、そして土産物屋、食べ物屋、全てに関わりながら、対馬の観光産業を活

性化させていきたいという思いを持っておられるようでございますので、市といたしましても、

できる限りの協力を惜しまないつもりであります。 

 ３点目の件につきましては、部長のほうから答えさせていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  ３点目の宿泊施設等整備機能向上促進事業補助金の要件と

いたしまして、観光物産協会の会員をひも付けしている理由ということでございますけども、現

在、対馬市では、観光におきましては、観光物産協会と一緒になって各観光事業者の施設の整備

あるいは受入れ体制の充実、そういった観光の振興を進めているところでございます。 

 今回のこの補助金につきましても、単なる施設の改修だけではなくて、やはりそれぞれの施設

の特徴を生かして自分の施設をＰＲしていく、そういう体制を作っていただきたいという思いも

ありまして、そういう条件も少しつけさせていただいております。 

 そのような関係で、行政、そして観光物産協会、そして各観光事業者の方、一緒の方向を向い

ていきたいという思いから、観光物産協会のほうの加入、そして協会に加入していただくことに

よって、また行政の情報であり、観光の情報でありが施設さんのほうにも流れていくようになり

ますので、そういう加入を進めているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  聞けば理由は理解できないわけじゃないですけども、今市長が説

明されたように、新たにそういった分野の進出を考えている人がいるということは、ある反面、

こういう縛りを入れてしまうといかがなもんでしょうかと。 

 私も観光物産協会、全く知らない人間じゃないわけですけども、あまりにも負荷をかけすぎる

と、協会本来の動きがだんだんちっちゃくなっていくんじゃないかと。それで、偏った紹介の仕

方を時々会員の方々から聞くことがあります。「俺のところにそれ情報あったっけ」みたいな話

が時々あります。知っている人はしっかり持っている。それはどの業界でもあることかもしれま

せんけども。 

 新たな産業を生み出すという意味は、別にハードだけじゃなくて、こういったソフトが、今か

ら対馬いっぱいいると思うんです。考えられると私は考えております。それについては、時間が

ありませんので終わりますが、１点だけ最後にお聞かせください。 

 先ほどからずっと言っています植物公園、あえて言っておきますけども。そういった類いのも
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のをぜひテーブルにのせていただきたいんですが、御検討の考えはあるやないやお願いいたしま

す。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  対馬特有の植物を集めた植物園構想というようなことであろうかと思い

ますけども、今現在、これまで対馬市といたしましては、ハード的な植物園というよりも、今の

対馬のこの自然を生かした植物園構想というようなことで、これまで進めてはきているんですけ

ども、ちょっと私も今その計画の名前が出てきませんが、そこら辺は、ハード、ソフト含めて、

こちらでまた、可能であろうか、またその経済的な面ももちろんあるでしょうから、そこら辺も

含めていろいろ研究をしてみたいというふうに思います。 

○議長（小川 廣康君）  ３番、長郷泰二君。 

○議員（３番 長郷 泰二君）  ぜひ、特定の地域に作れと言っているわけじゃなくて、保護をし

ていきましょうという方法もあるわけですから、ちっちゃいエリアをいっぱい持つよりも、１つ

群生しているエリアをちゃんと保護していきましょうという形でも植物園はできるわけですから、

あえて投資する必要はないかと。そこら辺を調査はされているはずですから、しっかりそこら辺

は活用していただいて、今後の検討課題にしていただければと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（小川 廣康君）  これで、長郷泰二君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（小川 廣康君）  暫時休憩をいたします。再開を２時５分からといたします。 

午後１時49分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時03分再開 

○議長（小川 廣康君）  再開します。 

 引き続き、市政一般質問を行います。１５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  １５番、清風会の大浦でございます。 

 本日、最後ということでございますが、ひとつ５０分、しっかりと私の話を聞いてください。 

 私は今回、観光産業の危機、いわゆる、昨年の７月に韓国の観光客は８割、９割と、今年の

２月までの間、ほとんど、これに携わる産業の事業者は不況に陥り、そして、今年の春に何とか

旅行会社が対馬を訪ねるというかすかな情報のもとに期待をしておったわけですが、これまた、

コロナの入国制限により、韓国の船はストップとなったのが３月９日でございます。 

 非常に８か月の間、苦しんだ業界の方々がさらにコロナの長期化する、この低迷する日本の経

済の中で苦しむことになったわけでございますが、幸いにして、国の持続化給付金の支給、また、
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市の経済支援、この２つの救済措置によって、一時的に私は救われておると思います。 

 しかし、この中身を、国内の観光業者を中心に、観光客を対馬に引き入れるんだという滞在型

観光の推進とかいうふうなことで、県と市と国の予算を活用してやってまいりました。この成果

について、一体、対馬にどれぐらいの観光客が来たのか、そこらについての結果、数字を市長の

ほうから報告を、まず求めていきたい、かように思っております。 

 それと、もう１つは水産の、要は不振という、このことについて、ひとつ取り上げております。 

 私、今回、令和元年度に水産物の売上が幾らになったか、この数字を求めましたところ、びっ

くりするような結果が出ております。 

 過去、対馬は水産３００億円の、県下で最大の水産王国でございました。それが２００億円と

なり、そしてその後、１５０億円となり、ここまでは私も存じておりましたが、統計資料で、市

役所の担当に確認とったら、何と１１４億円まで落ちております。これは不振じゃなくて、これ

も危機でございます。 

 そう思えば、先ほどの観光関係が、４１万人に対して２万２,２６０円をかけて、その売上は

９１億円という数字が出ております。しかしこれが、この１年間、これから先どうなるかとの中

で、消えてしまう可能性もあるが、これをどう止めるか。比田勝市政でこれをどうとめるか。 

 それと、１１４億円に落ち込んだこの漁業者の所得不振をいかにカバーするか、ここらにつき

まして、私は漁業共済を、これを持ち込むことが最後の手段だと思っております。この現実と今

後の将来の展開について、市長の御意見を求めたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  大浦議員の御質問にお答えいたします。 

 昨年７月から韓国人観光客の激減の状況につきましては、これまで何度も御説明いたしました

ので省略いたしますが、これに対する県・市の支援事業の現時点における進捗状況について、御

報告いたします。 

 昨年、９月補正予算からの韓国人観光客激減対策の総事業費は、２９件の７億４,５６８万

６,０００円でございます。このうち、終了した事業は１６件の１億３,８１４万２,０００円、

また、現在実施中の事業は１０件、５億２,７８９万６,０００円であります。 

 コロナ関係で未着手となっている事業が３件、７,９６４万８,０００円となっております。よ

って、今現在の実施率は９０％となっております。 

 次に、その効果でございますけども、国内観光客は、令和元年は、平成３０年より８,７１７人

増えて、１４万３,０１７人となりました。これは、コロナの影響が出る前の１月についても、

前年比７％の増、２月は１４％の増となっております。 

 観光物産協会の話によりますと、例年、窓口対応人数は毎月３００人ほどでございますけども、
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秋から３月までは９００人前後となり、多い月には１,０００人を超える人数に対応したそうで

あります。 

 また、商工会からの情報によりますと、サンプル集計による数字でございますが、昨年度の事

業業績は、対馬市全体で、宿泊業が約５０％の減、飲食業でも約５０％の減、小売業は約３４％

の減となっているそうであります。 

 特に、北部地域の落ち込みは全体平均より大きく、宿泊業が約５３％の減、飲食業が約５８％

の減、小売業は約５７％の減と、韓国人観光客激減の影響が非常に多いことが伺えます。 

 今後の韓国人観光客誘致対策につきましては、現在、航路がストップしているため、大変難し

い状況でございますが、ビザ免除の解除、渡航者の１４日間の待機期間などの問題を、一刻も早

く解消することが課題であろうかと思っております。 

 対馬市といたしましては、このような中でも、日韓友好の島という立場で、これまで続けてき

た交流事業を粛々と変わることなく継続し、今だからこそ、誠信交隣の精神を発信することでは

ないかと思っております。国内及び韓国内の交流団体と連携を図りながら、交流人口の復活に向

けて取り組んでまいります。 

 次に、水産業の不振対策についてでございますけども、対馬市における水産業の現状としまし

て、海水温の上昇や食害の進行による藻場の衰退、漁獲資源量の減少、クロマグロの漁獲規制等

の複合的な要因により、漁獲量の減少が継続しております。 

 加えまして、今回の新型コロナウイルス感染症の影響により、市場の取引抑制による出荷量の

減少、取引価格の下落が追い打ちをかける深刻な状況であると考えております。 

 このような厳しい漁業情勢において、国の支援策であります持続化給付金等については、漁協

等の申請支援によりまして、有効活用につながっていると聞き及んでおります。 

 議員御質問の漁業共済制度につきましては、不漁や自然災害等及び不慮の事故による損失を補

填し、漁業再生産の阻害の防止及び漁業経営の安定に資することを目的としており、主な共済事

業の種類は、漁獲共済、養殖共済等となっております。 

 対馬市における漁業共済加入状況は、令和元年度においては、正組合員の約３６％であります

が、そのうち、加入要件を満たさない正組合員も半数程度いることから、実質加入率としては、

約７５％となっております。また、漁業共済では、補填されない減収補填として、漁業収入安定

対策事業における積立ぷらすの加入状況は、漁業共済加入者のうち、約８７％となっております。 

 漁業共済積立ぷらすは、減収補填対策として非常に有効な制度と考えており、漁業共済の加入

促進を図るための対馬市独自の支援策として、漁業共済掛金の１０％補助を実施しております。 

 また、積立ぷらすは漁業者積立金と国の負担割合が１：３となっており、国の令和元年度補正

予算２１１億円、令和２年度当初予算１４２億円の３５３億円に加えまして、新型コロナウイル
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ス関連の令和２年度補正予算において、１０２億円が基金として積み増しされております。 

 国も、漁業者の経営安定対策の充実に取り組んでおりますので、漁業者の皆様のさらなる加入

促進と有効活用により、この難局を乗り切っていただきたいと願っております。また、対馬市と

いたしましても、今後のＶ字回復につなげるために、漁業情勢の把握に努めながら、必要に応じ

て、さらなる支援に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  国内の観光客の誘致を促進させるということで、先ほど、数字

が上がりましたが、例えば、私が聞いた話では、島旅関係で、約１万泊ぐらいが延びたんだと。

そして、それ以外の観光客の数はわかりませんという県の観光連盟の話でございましたが、トー

タルで１８万人ぐらいの数字を言いましたかね。国内観光客の総計は。市長、先ほどの報告は。

１６万ですか。（「１４万」と呼ぶ者あり）あっ１４万人。そうしますと、事業関係でとられた

数は、先ほど言いました８,０００ぐらいの数字やったですかね。大体、１万泊だから、合って

いると思います。 

 私は、率直に言いまして、とてもその数字が、一応令和元年に、どうかして激減の韓国人観光

客を打ち負かすというようなほどの強さではないと私は見ております。その辺について、事業を

進める側として使った金、そして、来るような思いで期待した数字をどのように思っております

か。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  まずですね、この令和元年度に国内観光客が増えた理由といたしまして、

私自身が考えるところでありますけども、まず、韓国人観光客が激減したことによりまして、ホ

テル、旅館等に空きが生じたというようなことで、ここに、国内観光客が対馬に来やすくなった

という点が１点あろうかと思っております。 

 そしてまた、昨年７月からの韓国人観光客の激減によりまして、国や県の御支援をいただいて、

１１月ごろから約７億５,０００万円ほどの予算をいただいて、その国内観光客の誘致に対して、

事業を進めてきたということが、２点目で大きな理由になるのではないかなというふうに考えて

いるところでございまして、この数字は、確かに、約８,７００人ということでございますけど

も、２月ぐらいまでと。３月ぐらいからコロナウイルスの影響で、ちょっとここは止まったとい

うことでございますので、今後また、この残された予算を活用して、観光客の誘致を進めてまい

りたいと思っているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  先ほどの報告の中で、下地区と上地区の宿泊業、飲食業、小売
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りというふうな数字の中で、減少したパーセンテージですね。従来の売り上げとったことに対し

た、減少した金額、パーセンテージをお聞きしましたが、実態の調査というのはどのような形で

されたか。 

 というのが、私はこの数字は高く見えるんですが、特に、上の数字はこのくらいのもので済む

かなという思いをしております。どのような調査でこの数字を挙げたか、ちょっと確認させてく

ださい。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  このことは、商工会からの情報ということでございますが、担当部長の

ほうからお答えをさせていただきます。 

○議長（小川 廣康君）  観光交流商工部長、二宮照幸君。 

○観光交流商工部長（二宮 照幸君）  先ほど、市長が答弁の中で申し上げました数値でございま

すけれども、商工会さんが、サンプル集計という形でアンケートをとっております。そこの中で

出てきた数字でございます。 

 これは１年間分の収入を比較をしておりますので、昨年でありますと、少しよかったころの数

値も含めてということですので、議員さんおっしゃられるように、少し、実際の韓国人観光客が

激減してからの数値と、その前の数値も入っているということで、少し、ニュアンス的には数値

が違うかなというふうに思われるかと思います。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  確かに、新聞紙上やら、いろいろなことでは、去年の６月まで

の実態は、例年の１割増で来てましたからね。そうしますと、健全な経営が６月いっぱいまで続

いたというふうなことになりますから、年度の半分はよかったが、半分はがた落ちということで、

半分だという数字がわかりやすいんですが、がですね市長、現在はがた落ちのままだと思うんで

すよ。 

 僕はそこのところをね、数字の中で胸に入れないかんのは、現在、がた落ちの中で、どうにか

こうにか、持続化給付金の１００万円とか、市の商工業者に対する支援措置、２５万が最大の金

額でありますが、これらのような、やはり給付をいただきながら、どうにかこうにか、いっぱい

いっぱいやっていると思うんですよ。今の現状は。そして、今後どうなるかが見方なんですよ。 

 それで、私が議員として、執行者に対して言えることは、まず、国の制度を活用していただき

たい。第１次の補正予算はもう終わりましたね。１回目は。しかし、補正予算の３０兆円。これ

が、今から持続化給付金とコロナの関係がどうあるかということで、国内の問題があります。 

 ただ市長、１つ耳にしてほしいことは、国内はあくまでも国内の感染が広がることでの対応と

いうことでありますが、対馬の場合、特に、北部においては、恐らく、船が今後いつ入るかが問
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題なんですよ。コロナ対策なんです。韓国という国からコロナのお客をいかに封じ込むか。その

ことで船を止めているわけです。入国拒否。 

 このことを、経済産業省に対して、長崎県と連携の上に、対馬の特異性の中でコロナ対策を、

持続化給付金として今後、補正予算の対応の中で、やはり位置づけていってほしい。それが私の

今日はですね、１つは言わないかん点であります。 

 そしてそれが終わって、さらに財源が１０兆円ほど予備費をとっておりました。この１０兆円

の予備費が、５兆円だけは明確な格好にしようということで、野党・与党の中で紛糾の中、決着

がついていますね。 

 ５兆円の枠組みの中で、さらにこれを追いかけないかん。経済産業省に対して、対馬市と長崎

県はアピールせないかん。この残り２つを、まずは先頭に、予算獲得に力を入れていただいて、

その後、地方創生臨時交付金の第２次を考えるということで、この３段階で、今後、３月までに

対応して、何とか、ここの中で宿泊業の１２９業者、飲食業関係４２０、観光バス関係・タク

シー・レンタカー３５業者、遊漁船隻数７７、ここに関連する方はここを期待しておると思いま

す。 

 ぜひとも何とか、９０億円の売上の実績を持つ対馬の観光事業を守るがために、私はいろいろ

なことを努力されて、何とか、この令和２年のいっぱいを踏ん張っていただきたい、かように思

いますが、市長のお考えを。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  今、議員おっしゃられるように、私も、このことについては一生懸命頑

張りたいと思います。 

 その前に、対馬市といたしまして、こういう言い方をしたら、ちょっとおかしくはなるんです

けども、実は昨年、韓国人観光客の激減によりまして、国・県から約７億５,０００万円の大き

な予算をいただいたところであります。 

 このことについては、他の自治体はまだ、こういったことがなかったからということで、コロ

ナウイルスが入ってきた段階では、もうなかなか、その予算配分が難しかったということで、私

は、対馬市としては、コロナウイルスが入る前に、このような大きな予算をいただいてよかった

なという思いを持っているところでございますので、このことについては、有効に活用を今後も

してまいりたいと思っております。 

 それからまた、今後の国のこの予備費１０兆円でしたか、そういったところで、予算の獲得を

ということでございますが、できる限りの予算獲得には動きたいという思いを持っているところ

でございますし、併せまして、今後、対馬市といたしましてのこの商工業者、または水産、そし

て、他の産業につきましても、できる限り、今後早い時期に、第２弾としてでの支援策を立てて
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まいりたいという思いを持っているところでございます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  観光の危機ということでは、もう１点でもありますが、私は国

内のお客さんの流入もありましょうけども、対馬の構造上、どうしても、北の比田勝港を中心と

するエリアは、韓国の観光客が来ることの形態というのができておりますので、それ以外がなか

なかお客さんが来ないというふうなことも、長崎県観光連盟の事務局長さんから、私はちょっと

耳にしました。 

 やはり、大きなホテル関係と旅行会社が提携して対馬に行く企画をつくる。それも団体でやる。

小さな民宿やいろいろな旅館等については、この事業は適用せんことがあるだろうと。その辺が

全体に行き届かんということをおっしゃっていましたよ。特に、厳原港を中心とする場所と、北

を中心とする比田勝港の、平等にはいかんだろうという言い方してましたから、この辺につきま

して、ちょっとついでに申し上げますが、専門家もはっきり物は言い切らんのでしょうが、この

国内の感染等が収まり、先々、船が入ってくる見込みをどのような解釈で判断をされますか。 

 私、その辺を、ちょっと、あるところに電話して聞いてみたんですよ。市長がどのくらいの格

好でそれを見込んでなるだろうというふうに思われますか。私見でいいですから。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  あくまで、私の考える私見ということでお許しを願いたいというふうに

思いますけども、今現在、国内への誘客というのは、たしか、東南アジア等で、ベトナムを含む

４か国程度をまず考えているというのが、国の考えではないかというふうに思っております。 

 ただ、そういう中で、この韓国からの旅行客の誘致につきましては、コロナだけではなくて、

やはり、韓国と日本との政府間の関係、特に、徴用工の関係とか、こういうところがあって、先

ほど申しました、他の国よりも、若干ちょっと遅れるのではないかなというような危惧をしてい

るところでございます。 

 それで、これからいろんな情報等を見てまいりたいとは思いますけども、今、この場でいつぐ

らいからというのはちょっと、なかなか言うことは難しいなと思っております。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  このことには時間があれですから、私のほうの考えは、実は、

ＪＲ九州のビートルの担当部署と２０日ぐらい前に電話してみたんですよ。それで、船の就航は

どういうふうに考えておりますかということで、電話入れました。 

 ＪＲさんの当初の昨年の９月と１２月、そして、この春に、実は韓国から対馬に旅行客が来る。

旅行会社の方向というのが一部あったんですよ。機運はあったんですよ。ですから、以前とちょ

っと市長、その辺が改善されとったのは事実なんで、後は、コロナの終息ということを基本にＪ
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Ｒは思っていましたよ。 

 ですから、治療薬が、まずできる。そして、こう言っていましたね。恐らく、ワクチンはかか

るだろうと。そうしますと、治療薬が開発されて、日本も韓国も感染者がほとんどなくなったと

いうことになれば、そのときに動いてくるだろうというふうな話で、外務省、厚生省、国土省の

３つ、その政府ですね。そういう見解を持っておりましたよ。 

 だから、これは春前後じゃなかろうかと、私は個人的に思ったんです。まだ長い道のりだなと

思ったんですが、そういうことで、この期間を何としてでも耐え抜かないと、観光産業の、ここ

まで積み上げたことが吹き飛ばしてはいけませんから、そういう意味で申し上げたわけです。 

 そして、このことはこれで終わりますが、水産の問題です。 

 これちょっと、私は存じておりませんことがありました。漁民の、例えば、漁業事業者の支援

交付金を市が行いましたね。９,６００万円÷５万円ですか。そうしますと、１,３８０人がそ

の対象になりますね。どうもそのようにあるんですよ。 

 その方々が漁業経営を船を乗られてやっておるわけですが、先ほどの話では、全員の方が対象

にならないという話をちょっとされましたね。要件を満たさない方がおると。加入できない方が

おるというふうなことを、ちょっと回答でおっしゃったような気がするんですが、違いますか。

そういうふうに聞こえましたけど。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  先ほど、議員のほうは交付金に該当しないという人がという言い方をさ

れたもんですから、私あれっと思ったんですけども、漁業共済ですね。 

 漁業共済の中で、これが明確な要件はないと。全組合員が対象となり得るということになって

いるそうでありますが、その組合員のうち、漁業をなりわいとして生計を維持できる漁獲金額を

確保できることということが大きな加入要件となっているということを聞いております。そうい

うことで、全ての方が漁業共済に加入できるものではないということであります。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  私の聞き違いということで、言ったことが、ちょっと間違った

ことを言うた格好に聞こえたということで、数字が今のことでわかりました。 

 それで市長、時間がありませんが、大切なことを言いたいと思います。 

 共済のことについては、約１億５,０００万円ぐらいの掛金を、昨年ですね、個人が加入され

た方の中で、それがたしか、市が１０％持って１,３００万円前後でしょう。そういうふうな説

明が担当の方、されてましたよ。 

 それで、国が１億３,０００万円を同時に、財源を持つというふうなことでありました。形は

ですよ。そして、県の漁業共済組合が１５％の負担を責任持つ。そして、全国の協同組合連合会
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共済連が８５％を持つ。この形で、漁民の不漁の積算のことに入って、それで、５年間の過去の

収益の中で、一番高い収益を上げた年、一番低い収益を上げた、この引いた残りの３年分の平均

と当年度の、要は、減額に対することを適用するということでありますから。 

 私は、この制度が一番大きなような難題に、コロナの今後ショックで、魚価の低迷というのが

続くと見ますし、何とか、この事業に関係する皆様の加入を促進させて、漁協と市が中心となっ

て加入させて、地方創生臨時交付金の、いわゆる財源を生かして、この一、二年だけ、この短期

間の中に何とか漁民の救済措置が検討できんかなということを市長に。 

 私は何といいますか、漁協と漁民の関係者といろいろな話をされた中でひとつ検討していただ

きたいということを考えるんですが、その辺を、意見を伺いたいと思います。 

○議長（小川 廣康君）  もう一回よろしいですか。大浦議員、もう少しマイク近づけてください。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  先ほどの負担のことはわかりますよね。市の負担、漁業者の負

担、それは約１億３,０００万円あったと。いいですか。市は１,３００万円でしょ。少し、共済

組合の数字と市の担当課の数字がちょっと違うんですよ。概ね、そのぐらいの数字で共済はいっ

ていましたけどね。そのような、令和元年の実績を言ってました。でですね、そこの差が少し、

市の担当のほうとの差が、ちょっと私も気づいたんですが、共済の担当はそういう数字を挙げて

きよったもんですから、それを生かしました。 

 問題は、それに対して７億円ぐらの令和元年の実績は、漁民の交付は戻っておりました。７億

円。制度としては、非常に緊急な場合には、魚価の低迷の場合に、このことについて適当な対応

ができるシステムだなという、私は漁民もそういうふうに思っている方が結構います。そういう

ことでの財源アップのことを言っています。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  ちょっと、最終的に、市が今現在、補助金として出しております共済掛

金を増やせということかどうか、ちょっと私、今のところよく理解できなかったんですけども、

今現在、市が補助をしてますのが、共済掛金額の１０％ということで、令和元年度が約１,０２４万

円ぐらいでございます。 

 共済掛金額は、約１億１,１００万円ぐらいという金額でありまして、その中で、令和元年度

のこの補填ですね。要は、積立ぷらすと漁業共済を合計した金額が、約７億円ぐらいがバックし

てきているということで聞いています。 

 それで、一応、私たちといたしましては、現在、何と申しましょうか。この漁業共済、そして

また漁業積立ぷらすが漁業者を救済する上では、一番適切な対応ではないかなという思いを持っ

ているところでございます。 

 しかしながら、この金額等を、今のところは見直すというよりも、このコロナ関係の第２弾と
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いたしまして、今現在は、この全ての、ある一定基準以上の漁業者に対して、水揚げの手数料の

ほうを助成したほうがいいのではないかというようなことで、検討を進めているところでござい

ます。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  そこらあたりは専門的に、組合関係の方々やらありましょうが、

私はこの制度の中身は非常に危機的な場合に役立つが、当分の期間というふうなことで、福岡の

魚市の値段が今、半分切ってますよ。半分切ってますよ。まともなのがイカだけです。漁師さん

の話です。 

 そうしますとね、外食産業やら居酒屋がほとんど、痛い目に遭ってますから、それの回復、あ

るいは国民の景気も悪いという中で、当分、魚価の低迷ということは、恐らく、そういうことに

なるでしょうが、今の手数料の話もありましょうけども、私はそのことを、５００名ぐらいの方

でしょ。かたっておるのがですね。残りの全漁民の皆さんを対象に、共済制度の中にそれを入れ

込んで、救済を図らないかんというふうなことを考えてほしいというふうに市長に進言いたしま

して、その検討してほしいということを願いまして、私の思いです。そこで、その財源を、やは

り足らぬ分については、臨時交付金の適用で大勢の漁民を救うという角度でやってほしい。こう

いうふうな思いでございます。 

 結構負担が高いのは、数字から見れば、結構高いのはわかります。２０万円前後の、割れば負

担になっておりますから。１人当たり。そういうことでいいですね。そこらあたりを、この漁業

危機の直面する中で、漁民を救う手立てとして市長に考えてほしい、かように思います。 

○議長（小川 廣康君）  市長、比田勝尚喜君。 

○市長（比田勝尚喜君）  議員のお気持ちは大変よくわかりました。 

 そういう中で、今、冒頭説明いたしましたように、この漁業共済の加入状況が正組合員の約

３６％、そしてまた、その加入要件を満たさない正組合員等が半数程度以上いるというようなこ

とで、実質の加入率としては７５％ということで、この漁業共済掛金は確かに、本当に有効な制

度だというふうに思ってはおりますけども、多くの漁民の皆さんを救済するときに、果たしてど

ちらのほうがより効果的な制度なのかということを踏まえながら、この第２弾の新コロナ対策を

組み立ててまいりたいというふうに考えております。 

○議長（小川 廣康君）  １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  今日の２つの、観光と水産のこれは危機です。不振じゃなくて

危ないです。イカが平成３０年の７月からことしの２月前後まで、釣れとらんわけですよ。最近、

やっと釣れかけたことは事実なんですが、その１７か月とか１９か月とか、そういうふうなこと

が、漁民にあったり、あるいは、マグロの問題でも規制がかかって、今、四百数十トンが枠で消
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化していいとなっておりますが、全盛期の半分ですよ。数字を聞いてみたら。２０億円を超えて

捕っとったのが、１０億円前後に抑えられたということで、これはそういう資源の管理の中でど

うしようもないけども、しかし、沿岸漁民がそれだけのマグロを釣ったかといえばそうでもなく

て、巻き網対沿岸漁民の構図は半々でいったんですから。それは、やっぱり罪なことを、実は押

しつけとるのが事実じゃないかなと。 

 そこで、１つ財源を、こういうときに、臨時交付金あたりの財源を生かして、全漁民を引っ張

っていくようなことで、市と漁協は考えてほしいというふうなことで、検討の課題として繰り返

しますが、お願いして、一般質問を終わります。 

○議長（小川 廣康君）  これで、大浦孝司君の質問は終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（小川 廣康君）  以上で、本日予定しておりました市政一般質問は終わります。 

 本日はこれで散会とします。お疲れさまでした。 

午後２時53分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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